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慶
長
以
降
幕
府
の
饗
證
に
は
、
専
ら
園
部
流
を
用
ゐ
た
。
大
慨
は
四
條
流
を
相
偲
し
た
も
の
で
あ
る
°
其
の
後
生
間

流
が
生
れ
て
、
延
享
の
京
祁
二
重
に
も
園
部
流
こ
生
間
流

Jゞ

が
並
び
見
わ
て
ゐ
る
0

併
し
後
に
は
唯
生
間
流
が
見
ゆ
る

の
み
で
、
現
に
京
都
に
は
、
こ
の
流
を
酌
め
る
庖
丁
人
が
あ
る
0

(
昭
和
突
入
、
一
四
）

今
よ
り
廿
年
前
、
即
ち
昔
の
懐
徳
堂
が
麿
校
に
な
っ
て
か
ら
四
十
三
年
目
に
、
現
代
の
懐
磁
堂
が
再
建
せ
ら
れ
よ
う

ご
す
る
旺
盛
な
氣
述
に
向
っ
た
時
、
其
第
一
着
こ
し
て
悛
低
堂
記
念
祭
が
大
阪
中
の
島
公
會
堂
で
畢
行
せ
ら
れ
、
記
念

殷
覧
會
の
開
催
も
行
は
れ
て
、
古
末
闊
西
で
の
唯
一
學
府
で
あ
っ
た
懐
捻
堂
追
慎
の
総
に
人
心
の
灼
熱
し
た
頃
、
私
共

兄
妹
も
東
京
か
ら
西
下
し
て
此
の
盛
事
に
列
席
し
ま
し
た
が
、
其
の
時
或
必
炎
に
因
つ
て
家
兄
の
記
憶
に
残
る
懐
掘
堂

の
賓
際
を
、
創
立
富
時
よ
り
私
が
抄
録
し
た
も
の
が
わ
り
ま
し
た
が
、
其
後
古
い
時
代
の
事
蹟
や
大
綱
に
屈
す
る
事
は

展
々
大
阪
り
學
者
話
賢
3
偵
播
に
依
つ
て
周
知
の
事
柄
'
y
J

な
り
、
其
上
祝
代
り
悛
徳
室
は
新
し
い
校
含
を
再
建
せ
ら

安

政

以

後

の

大

阪

學

校

を
、
か
ゞ
ま
り
た
る
方
を
、

一
口
令
し
食
給
た
り
け
り
0

(巻一）

中

井 玉
大

終

子
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再● 改•

廷・ 築•

五
七

で
ゐ
た
0

此
述
築
は
明
治
二
年
展
校
の
時
ま
で
存
す
0

年
敷
七
十
四
年
。

二
年
）

荊
軍
吉
宗
公
よ
り
敷
地
を
賜
は
り
始
め
て
大
阪
學
問
所
さ
呼
ふ
。

順
序
こ
し
て
暫
く
往
事
を
回
顧
い
た
し
ま
す
こ
、

••••• 
懐
掘
堂
創
立

．． 

壻

築
れ
て
か
ら
已
に
十
五
星
霜
を
閲
し
た
今
日
、
其
表
面
か
ら
の
歴
史
を
今
涎
棲
述
の
必
要
を
認
め
ま
せ
ん
故
、
今
般
堂
友

會
諸
氏
の
委
嘱
の
為
に
、
安
政
以
後
の
懐
徳
堂
セ
醤
録
か
ら
引
離
し
て
、
兄
の
代
b
に
抄
録
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。

殊
更
安
政
以
後
を
選
ぴ
よ
し
た
の
は
家
兄
が
童
年
の
追
憶
に
基
づ
く
総
で
、
印
象
が
最
も
確
宜
だ
か
ら
で
こ
ざ
い
ま
す
。

享
保
九
年
五
月
3

創
立
者
中
井
蛇
庵

享
保
十
一
年
、
中
井
梵
庵
時
代

尼
崎
町
二
丁
目
（
現
今
の
今
橋
二
丁
目
）

賓
暦
元
年
（
壻
築
よ
り
廿
六
年
）
中
井
梵
庵
時
代
、
寛
政
四
年
の
大
火
に
烏
付
に
蹄
す
（
壻
築
よ
り
四
十

宜
政
八
年
七
月
、
中
井
竹
山
時
代

J

牌
軍
綱
百
公
よ
り
御
手
常
金
セ
賜
は
る
0

其
の
頃
よ
り
通
俗
に
は
再
ら
大
阪
學
校
又
箪
に
學
校
ご
呼
ん

家
兄
の
印
象
が
最
も
深
い
の
は
此
の
最
後
の
校
含
で
あ
り
ま
す
，
何
人
も
幼
時
の
追
億
は
ざ
純
興
に
し
て
熱
烈
な
も
の

そ
ば

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ
け
て
も
念
凪
の
脩
の
一
際
濃
や
か
で
あ
る
家
兄
が
十
五
オ
迄
朝
夕
眺
め
明
し
た
懐
綽
堂
の
講
堂

や
、
退
書
逍
物
に
到
す
る
深
い
執
着
は
、
其
頃
か
ら
六
十
餘
年
セ
経
過
し
た
今
日
で
も
、
猶
目
前
に
見
る
様
た
こ
い
つ

場
所



門
を
這
入
る
こ
す
ぐ
度
腑
を
抜
か
れ
る
事
ば
、

一
間
餘
も
あ
る
火
災
用
の
大
圃
扇
が
門
の
西
側
の
襄
壁
に
掛
つ
て
居
る

て
居
り
ま
す
。

の

（上）

寛
政
再
建
ま
で
の
懐
徳
堂
の
諭
岡
は
皆
残
っ
て
居
h
ま
す
が
、
漸
次
模
様
替
に
な
っ
た
ご
見
わ
、
兄
の
幼
少
の
頃
ぱ
餘

程
寛
政
の
綸
闘
マ
J

は
逹
つ
て
居
た
さ
い
ふ
事
で
す
。
今
其
の
記
憶
か
ら
案
出
し
た
一
閾
を
附
載
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら

典
味
を
以
て
讀
ま
う
ご
望
ま
れ
る
方
は
此
の
闘
マ
J

引
合
せ
て
以
下
の
説
明
を
讀
ん
で
頂
き
た
い
ご
思
ひ
ま
す
。
編
首
に

構

造

掲
げ
た
も
の
は
其
の
外
景
で
あ

b
ま
す
。

一

、

近

代

懐

穂

堂

南
の
正
門
の
前
は
今
の
今
橋
通
b
、
此
の
門
が
薄
赤
く
な
っ
て
を
る
虞
を
見
る
ご
元
は
朱
塗
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す

が
、
多
年
風
雨
に
眼
さ
れ
て
色
も
襲
り
虫
蝕
に
な
っ
て
居
た
ご
の
事
、
門
に
入
る
迄
の
石
橋
様
の
廣
い
漆
喰
の
通
路
の

雨
側
に
は
、
細
長
い
用
水
池
が
有
つ
て
、
外
部
は
累
い
駒
寄
で
危
く
な
い
様
に
園
ん
で
あ
b
ま
し
た
が
、
併
し
い
つ
も

浮
草
が
茂
つ
て
蛙
の
棲
家
マ
J

な
つ
て
居
た
有
名
無
宜
の
用
水
池
で
あ
っ
た
様
で
す
。

事
で
す
。
而
も
黒
地
に
白
く
裟
書
で
、
學
の
字
が
一
ば
い
に
書
か
れ
た
者
だ
マ
J

い
ひ
ま
す
か
ら
、
泰
平
の
御
代
の
火
事

場
の
光
景
が
む
し
ろ
滑
稽
に
思
は
れ
ま
す
。

門
か
ら
空
闊
ま
で
直
線
に
五
六
間
の
間
は
、
中
は
漆
喰
で
、
左
右
に
兌
山
石
ヤ
償
い
た
路
を
通
じ
て
、
左
手
に
は
「
入

、
、
、
、

徳
之
門
」
こ
い
ふ
組
格
子
の
風
雅
な
中
門
が
あ
る
0

是
は
庭
へ
出
入
す
る
小
門
で
、
上
に
竹
山
の
害
で
入
掘
之
門
さ
別

五
入



を
這
入
る
こ
す
ぐ
目
に
着
い
た
相
で
す
。

五
九

の
拓
本
六
枚
折
の
屏
風
が
立
て
廻
し
て
あ
っ
た
の
が
、
空
閣

し
た
額
が
掛
け
ら
れ
、
左
右
に
は
同
じ
く
竹
山
の
「
力
學
以
修
己
」
「
立
言
以
治
A
」マ
J

い
ふ
竹
聯
が
左
右
に
掛
け
て
あ

っ
た
。
明
治
元
年
山
階
宮
晃
親
モ
殿
下
御
成
の
時
は
此
中
門
ヤ
開
け
さ
せ
て
お
這
入
に
な
b
、
庭
博
ひ
に
講
堂
に
お
上

．．． 

空
闊
の
敷
壷
は
四
畳
ほ
ざ
で
、
懐
徳
堂
ぐ
J

書
い
た
刻
額
が
鴨
居
の
上
に
掲
げ
て
あ
b
ま
し
た
0

古
い
時
代
に
は
石
庵
先

生
が
害
か
れ
た
の
を
額
に
し
て
講
堂
に
掛
け
て
あ
っ
た
の
を
、
寛
政
再
建
の
糊
、
竹
山
が
之
セ
欅
板
に
鋤
つ
て
其
方
J

も

玄
閥
に
か
け
、
直
筆
の
方
は
掛
軸
に
し
て
保
存
せ
ら
れ
た
の
で
あ

b
ま
す
0

額
の
下
の
左
右
の
柱
に
は
、
「
固
有
之
善
存

．
 

而
弗
設
」
、
「
常
然
之
則
循
而
無
違
」
．
の
階
聯
が
懸
つ
て
居
ま
し
た
0

右
は
懐
徳
の
設
明
で
、
前
の
句
は
懐
の
字
の
解
、

．
 

後
の
句
は
徳
を
意
味
し
た
詞
マ
J

諾
か
れ
ま
す
。

玄
闊
は
六
FB

畳
敷
で
、
正
面
に
一
間
半
の
押
入
（
向
つ
て
右
方
）
ざ
半
間
の
板
敷
（
左
方
）
ご
が
あ
b
、
そ
こ
に
害
豪
こ
稲
ヘ

た
小
机
が
二
十
餘
も
璽
ね
て
あ

b
ま
す
。
是
は
學
生
が
書
物
を
學
ぶ
時
に
代
る
／
＼
持
ち
出
し
て
放
師
の
前
に
携
へ
た

も
の
で
す
。3

其
上
に
講
繹
H‘

輪
講
日
、
詩
文
會
の
定
日
を
示
し
た
額
炉
懸
つ
て
居
て
、
若
し
臨
時
の
休
暇
や
祭
證
な

ざ
で
休
む
場
合
に
は
押
入
の
上
に
掲
示
が
出
る
の
で
す
0

押
入
の
襖
の
叢
は
金
花
鳥
の
墨
本
を
張
っ
た
も
の
、
右
手
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

壁
に
は
朱
文
公
の
仰
以
観
於
天
文
俯
以
察
於
地
理
云
云
」

空
闊
の
西
（
左
手
）
は
「
東
房
」
マ
J

い
つ
て
七
畳
半
、
此
の
南
寄
に
は
大
衝
立
が
置
か
れ
て
、
空
閥
に
西
し
た
裏
側
は
虎
り

b
に
な
っ
た
相
で
す
。



の

構

造

（中）

墨
書
、
其
前
に
刀
掛
が
置
か
れ
、
講
堂
に
面
し
た
表
側
に
は
、

一
瞥
を
加
へ
た
丈
で
も
忘

ご
い
ふ
朱
文
公
大
害
の
拓
本
が
張
ら
れ
て
、
懐
徳
堂
の
象
徽
こ
な
っ
て
居
り
ま
し
た
。
此
の
四
枚
は
、
も
ご
徳
川
荊
軍

家
所
巌
の
呉
筆
セ
邦
借
し
て
、
其
頃
有
名
な
築
刻
師
の
前
川
虚
舟
に
刻
ら
せ
た
も
の
で
、
得
難
い
逸
品
マ
J

て
常
に
諸
方

よ
b
所
望
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
特
別
に
家
人
が
摺
つ
て
、
四
枚
一
分
で
分
譲
し
て
居
ま
し
た
。
家
兄
な
ざ
も
よ
く
其

手
博
を
さ
せ
ら
れ
た
相
で
す
が
、
其
の
刻
板
は
今
も
家
に
載
し
て
、

H
夜
其
紳
韻
に
親
し
む
事
が
出
末
ま
す
。

二

、

近

代

懐

億

堂

懐
徳
堂
の
講
堂
は
組
て
中
で
竹
山
が
最
も
最
も
意
匠
セ
凝
し
て
装
飾
を
施
し
た
も
の
で
す
。
E

畳
敷
は
十
五
遜
で
、
先
づ

•••• 

東
房
か
ら
這
入
っ
て
末
る
取
あ
ひ
に
四
枚
の
大
襖
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
易
3
鴻
漸
の
濶
が
一
ば
い
に
描
い
て
あ
る
鴻

漸
マ
J

い
ふ
の
は
、
鴻
の
烏
が
低
い
所
か
ら
漸
々
高
い
所
に
進
む
こ
い
ふ
事
に
て
學
徳
阿
上
の
意
を
顕
し
た
者
で
す
°
引

、
、
、
、
．

手
に
も
之
'
y
J

揃
っ
た
艮
下
巽
上
の
漸
の
卦
が
彫
刻
し
て
有
ま
し
た
。

、
、
、
、

此
の
襖
の
上
の
欄
間
は
、
網
形
の
透
し
彫
の
中
に
宋
六
君
子
の
闘
を
は
め
こ
ん
だ
者
で
、
周
茂
叔

Jゞ

二
程
子
の
は
蔀
観

月
の
筆
、
張
横
渠
、
司
馬
温
公
、
部
康
節
は
中
井
監
江
の
筆
で
、
前
―
二
枚
は
講
堂
の
方
に
向
ひ
、
他
の
一
二
枚
は
東
房
の

方
へ
向
け
て
、
表
裏
附
面
に
し
て
三
列
に
な
っ
て
を
り
ま
す
3

六
枚
共
筆
力
最
も
雄
健
で
、

れ
ら
れ
な
い
程
の
印
象
を
典
へ
ら
れ
ま
す
か
ら
、
子
供
の
時
で
も
威
銘
深
く
郡
子
の
網
代
車
の
戟
な
ざ
を
眺
め
入
っ
た

讀
埋
賢
害
。
立
修
齊
志
°
存
忠
孝
心
0

行
仁
義
事
。

六
〇



西
央
の
東
隣
に
「
中
術
」
ご
い
ふ
室
が
あ
り
ま
す
0

請
堂
ご
其
取
あ
ひ
に
腰
高
黒
枠
の
障
子
か
あ
っ
て
、
其
腰
も
文

、、

暴
の
鵠
巣
の
闘
で
、
他
人
の
子
を
親
に
代
つ
て
放
養
す
る
意
を
寓
し
た
者
で
あ
b
ま
す
。

其
並
に
細
格
子
の
障
子
が
あ

b
、
其
上
に
木
瓜
形
の
小
窓
が
あ
っ
て
、
左
右
の
橙
に
、
「
戦
々
競
々
如
臨
深
淵
如
履
薄
氷
」

「
謝
朝
華
於
已
披
啓
夕
秀
於
未
振
」
ご
い
ふ
竹
山
の
聯
が
掛
け
て
あ
り
ま
し
た
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

此
の
楯
上
に
は
履
軒
の
白
鹿
洞
掲
示
の
拓
本
の
額
、
そ
れ
マ
J

相
封
し
た
講
堂
の
南
方
の
鴨
居
に
は
、
竹
山
の
懐
徳
堂
記

寛
政
文
蜆
で
、
中
々
の
逸
品
マ
J

思
は
れ
ま
す
。

請
の
時
に
使
っ
た
者
だ
相
で
す
。

も
の
だ
さ
兄
が
語
h
ま
し
た
。
叢
賛
ぱ
朱
文
公
の
六
君
子
の
賛
僻
ヤ

1

頼
春
水
が
竹

1
の
委
嘱
に
依
つ
て
細
書
し
た
も
の

で
、
錦
上
錦
セ
添
ふ
る
出
末
榮
で
す
。

六

講
堂
の
天
井
ぱ
孟
子
の
「
井
田
：
夕
順
し
ア
井
の
字
形
に
張
っ
た
者
、
向
つ
て
正
面
（
北
）
は
一
間
半
の
廣
い
床
の
間
で

右
手
の
床
脇
が
一
間
、
袋
棚
マ
J

違
棚
で
す
。
床
の
間
に
は
平
常
文
天
詳
の
黙
本
忠
孝
の
大
幅
を
掛
け
、
其
左
の
隅
に
螺

釧
の
雷
硯
箱
さ
大
小
二
つ
の
見
堪
が
あ
h
ま
し
た
。
大
の
方
は
講
繹
の
時
に
数
授
の
用
ゐ
る
者
、
小
の
方
は
生
徒
が
輪

、
、
、
、

講
堂
の
北
か
ら
「
西
央
」
マ
J

い
ふ
室
に
出
る
所
に
二
枚
の
襖
が
あ
っ
て
、
元
は
文
蜆
の
蹄
馬
放
牛
の
岡
が
勢
た
く
ま
し

く
描
か
れ
て
あ
っ
た
相
で
す
が
、
家
兄
の
頃
に
は
普
通
の
し
け
絹
に
張
b
か
へ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ご
か
。
文
晟
は
寛
政

の
學
校
再
建
頃
は

T
度
懐
偉
堂
に
寄
寓
し
て
居
だ
の
で
、
竹
山
の
孟
に
應
じ
て
此
の
闘
を
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
所
謂



＼
ー
が
聞
わ
て
末
る
様
で
す
。

中
露
の
北
は
「
文
質
」
ご
い
ふ
害
齋
で
｀
石
庵
の
文
質
マ
」
書
い
た
幅
が
あ
っ
た
の
で
さ
う
稲
へ
た
も
の
マ
J

思
は
れ
ま

、
、
、

す
。
北
に
は
竹
山
の
排
不
敬
の
額
、
南
の
相
上
に
は
蕉
園
の
稽
古
こ
い
ふ
額
が
｀
あ
っ
た

Jゞ

い
ふ
事
。
此
の
室
は
前
か
ら

す。 し
た
。

の
大
額
が
か

A
げ
ら
れ
、
其
下
か
ら
南
の
『
鞘
の
間
」
に
出
る
様
に
な
っ
て
居
ま
し
た
。

鞘
の
間
は
名
の
示
す
通
b
東
西
に
細
長
い
室
で
、
そ
こ
か
ら
南
の
廣
縁
に
出
る
所
に
六
枚
の
大
障
子
が
あ
り
、
其
雨
方

の
柱
に
は
、
竹
山
の
刻
聯
、
「
経
術
心
之
準
縄
」
「
文
章
逍
之
材
翼
」
マ
J

い
ふ
の
を
掛
け
、
廣
縁
の
東
の
隅
に
は
、
朽
木

に
面
白
く
刻
し
た
石
庵
の
「
已
有
」
さ
い
ふ
額
が
掲
げ
て
あ

b
ま
し
た
か
ら
、
其
前
の
廣
庭
を
「
已
有
園
」
ご
呼
び
ま

、
、
、
、
、
、

請
堂
の
北
の

□中
岱
」
マ
J

い
ふ
室
は
、
元
は
池
で
緋
鯉
や
金
魚
な
ぐ
」
を
放
し
て
．
丁
度
支
那
の
届
漏
に
愧
ぢ
す
<
J

い
ふ

詞
の
や
う
に
大
き
い
天
窓
附
の
届
根
の
あ
る
明
る
い
所
で
，
四
方
か
ら
雨
摘
が
此
池
に
落
ち
込
む
様
に
し
て
あ
っ
た
の

竺
室
に
接
近
し
て
居
て
危
い
露
に
、
竹
山
の
頃
か
ら
池
水
を
干
し
て
其
上
に
畳
を
敷
き
、
佑
名
を
存
し
て
中
年
詔
<
J

稲

、、

へ
た
の
で
あ
b
ま
す
〕
此
マ
J

西
央
マ
J

の
取
あ
ひ
に
。
東
披
の
集
字
セ
刻
し
た
不
愧
マ
J

い
ふ
扁
額
か
か
け
て
あ
っ
た
相
で

學
校
預
り
人
の
書
壺
に
き
ま
つ
て
居
た
の
で
、
安
政
以
後
は
先
考
桐
園
の
居
間
で
あ
り
ま
し
た

3

床
の
間
に
は
古
風
な

H
本
流
の
時
計
が
二
つ
掛
つ
て
居
て
、

い
つ
も
ヂ
リ

l
¥
y
J
校
内
に
時
を
報
じ
て
居
つ
た
マ
J聞
け
ば
、
今
も
猶
其
ヂ
，

六



兄
姉
ま
で
は
皆
こ
の
室
で
狐
々
の
降
を
あ
げ
た
の
で
す
。

三、

の

構

造

（下）

六＿＿
1

此
の
書
齋
か
ら
廊
ト
セ
隔
て
4

東
方
に
學
寮
か
二
間
の
り
ま
す
°
此
に
は
寄
宿
生
が
居
つ
て
終
H
噸
哨
3
聾
セ
絶
た
な

文
質
ご
學
寮
9
J

の
間
に
、
二
階
へ
登
る
表
梯
子
が
掛
つ
て
居
り
ま
し
た
。
二
階
は
六
袋
二
間
'yJ

二
序
竺
間
、
そ
れ
に
物

置
が
一
間
で
、
竹
山
の
時
か
ら
此
は
全
部
放
授
の
室
ご
定
よ
っ
て
居
り
ま
し
た
か
ら
、
安
政
以
後
は
放
授
並
河
氏
の
一

族
が
接
ま
れ
て
、
そ
の
隣
室
の
六
儀
に
は
、
中
井
家
の
祀
担
を
設
け
、
梵
庵
以
下
歴
代
の
紳
主
を
祭
つ
て
あ
っ
た
こ
い

ふ
事
で
す
。

近

代

懐

徳

堂

文
質
よ

b
北
は
皆
家
族
uJ
居
問
に
営
て
>
あ

b
ま
し
た
か
ら
口
〈
概
峯
を
記
し
よ
す
。
先
づ
文
質
の
北
隣
、
此
は
「
奥
七
J

稲
へ
て
八
昼
、
左
の
廻
り
緑
を
描
て
た
一
室
は
己
祠
堂
』
<
J

稲
へ
て
、
元
は
歴
代
り
紳
主
ク
を
祀
つ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
何

時
頃
よ
り
か
紳
主
は
二
階
に
移
さ
れ
て
層
此
は
隠
居
所
に
な
っ
て
居
よ
し
た
。

奥
の
東
隣
が
茶
の
間
で
、
家
族
の
食
堂

t
し
た
3

平
生
人
の
居
な
い
事
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、
或
時
室
UJ
中
が
燻
ふ

つ
て
畑
が
出
て
末
る
の
で
、
鷲
い
て
あ
け
て
見
る
ご
隣
家
の
猿
公
二
匹
燐
り
傍
に
封
坐
し
て
、
障
子
紙
セ
破
つ
て
は
火

中
に
投
じ
、
姻
た
い
の
で
目
セ
こ
す
り
／
＼
泣
い
て
居
た
マ
」
い
ふ
話
が
あ
り
ま
す
。

茶
の
間
の
北
の
小
さ
い
二
甍
り
一
室
が
あ

b
ま
す
0

此
は
納
戸
に
も
産
室
に
も
充
て
ら
れ
、
竹
山
の
子
供
等
か
ら
私
の

か
っ
た
ご
い
は
れ
て
居
b
ま
す
。



此
の
一
棟
の
長
合
の
あ
る
慮
は
、
寛
政
再
建
の
折
に
は
竹
山
が
寄
宿
生
の
露
に
建
築
し
た
五
室
の
寮
合
が
並
ん
で
ゐ
た

慮
で
、
梅
含
、
桃
含
、
椀
含
、
桂
合
、
楓
合
こ
優
美
な
名
を
附
け
、
其
棚
上
に
は
一
々
手
書
の
局
額
を
掛
け
、
方
形
の
廣

つ
も
職
人
が
出
入
し
て
仕
事
を
し
て
居
た
相
で
す
。

内
空
闊
の
向
ふ
、
右
手
に
績
く
長
屋
の
奥
が
下
男
部
星
，
其
向
が
版
捐
部
屋
で
，
逸
史
や
通
語
の
板
木
が
置
か
れ
、
い

す
0

此
は
塾
生
の
昇
降
口
で
す
。

序
に
も
う
一
っ
°
そ
れ
は
表
門
を
這
入
る
ご
斜
に
右
の
方
に
敷
石
が
あ
り
、
そ
こ
の
中
門
を
入
れ
ば
内
空
爛
に
逹
し
ま

は
こ
れ
丈
゜

文
庫
の
東
に
納
屋
一
棟
、
此
は
學
校
創
立
前
に
は
五
同
志
の
一
人
道
明
寺
屋
の
醤
油
歳
の
あ
っ
セ
瘍
所
で
す
。
奥
の
方

に
又
文
庫
一
棟
が
新
築
せ
ら
れ
る
殷
硲
振
を
示
し
ま
し
た
。

れ
、
下
に
は
十
五
六
の
大
下
櫃
に
米
穀
が
充
た
し
て
｀
餓
饉
の
用
意
が
周
到
に
備
は
り
、

奥
の
庭
を
隔
て
>
同
ふ
に
士
蔵
が
見
わ
ま
す
。
二
階
に
は
幾
枠
か
の
策
笥
長
持
、
何
十
人
前
か
の
膳
椀
が
幾
組
も
貯
へ
ら

0

、、

一
々
備
樅
糧
マ
J

い
ふ
害
附
が

張
っ
て
あ
b
ま
し
た
。
是
等
は
皆
竹

1
の
後
緞
者
碩
果
の
時
代
に
成
さ
れ
た
事
で
、
碩
果
夫
妻
は
頗
る
続
清
の
オ
能
に

富
ん
で
居
ま
し
た
か
ら
、
父
竹
山
の
頃
は
其
名
の
隆
々
た

b
し
に
似
す
學
校
は
窮
乏
し
て
、
害
藉
諸
道
具
に
至
る
迄
甚

だ
貧
弱
で
し
た
が
、
碩
果
一
代
で
、
學
校
の
資
産
は
可
成
膨
脹
し
ま
し
た
か
ら
、
父
桐
園
の
時
代
に
は
、
土
蔵
の
東
側

藁
所
は
頗
る
廣
く
、
天
井
も
見
上
げ
る
程
高
か
っ
た
相
で
す
。

六
四



六
五

い
腸
の
壁
は
夫
々
名
に
ふ
さ
は
し
い
色
彩
を
施
し
、
前
庭
に
も
含
の
名
に
應
じ
て
、
其
樹
を
植
．
口
さ
せ
る
マ
J

い
ふ
意
匠

は
、
宮
庭
の
五
含
に
初
彿
た
ら
し
め
る
趣
が
あ
b
ま
し
た
が
、
い
つ
頃
よ
り
の
塾
生
は
請
堂
に
近
い
學
寮
に
移
さ
れ
、

安
政
以
後
は
、
其
跡
の
長
含
に
名
腎
右
林
見
宜
の
子
孫
で
中
井
家
の
親
戚
に
嘗
る
古
林
見
齋
、
岡
正
倫
な
ざ
ご
い
ふ
人

が
今
で
い
へ
ば
學
校
醤
の
格
で
住
ん
で
居
ま
し
た
0

茶
の
間
で
紙
を
く
す
べ
た
猿
公
は
此
の
人
々
が
子
供
の
様
に
愛
育

し
て
ゐ
た
も
の
で
、
客
末
の
折
に
は
、
よ
く
茶
菓
を
運
ば
せ
る
マ
ヽ
―
つ
二
つ
は
必
す
途
中
で
失
敬
す
る
相
で
す
。
併

大
阪
が
宵
業
地
で
、
維
沓
地
で
、
没
風
流
の
地
で
あ
る
に
も
係
は
ら
す
、
懐
徳
堂
の
一
廓
は
自
ら
其
の
俗
習
に
染
ま
す
、

室
内
の
装
飾
か
ら
庭
の
草
木
の
配
爵
に
至
る
ま
で
、
中
々
意
を
用
ゐ
ら
れ
た
跡
が
見
わ
て
、
高
術
な
徳
風
を
自
ら
示
す

に
足
る
も
の
が
有
っ
た
事
を
思
は
せ
ま
す
。

、
、
、
、

ま
づ
表
門
セ
這
入
っ
て
、
左
手
の
小
門
に
掛
け
て
あ
る
入
徳
之
門
マ
J

い
ふ
額
を
見
る
ご
、
モ
ー
不
謹
慎
な
心
で
は
這
入

れ
な
い
氣
が
致
し
ま
す
。
此
の
門
の
扉
は
棧
の
細
か
い
板
張
の
格
，
子
戸
で
雨
方
へ
開
く
様
に
な
っ
て
居
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
敷
石
博
ひ
に
這
入
る
マ
J

、
右
手
に
す
ぐ
李
の
樹
が
物
言
ひ
た
げ
に
近
づ
き
ま
す
。
二
間
は
ざ
敷
瓦
に
添
う
て
、
右

に
折
れ
る
ご
。
飛
石
が
講
堂
の
廣
橡
ま
で
心
地
よ
く
配
列
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
講
堂
か
ら
見
る
ご
、
右
手
の
中
程
に
は

梨
り
大
木
が
注
意
を
牽
き
ま
す
。
其
樹
の
花
盛
り
に
幾
度
か
出
あ
う
た
家
兄
は
、
梨
花
の
面
影
に
懐
極
堂
セ
忍
ぶ
脩
熱

囮

、

懐

徳

堂

の

園

庭

L
猿
公
の
面
白
い
虞
作
は
よ
く
人
を
笑
は
せ
ま
し
た
。



b
ま
す
Q

．．．． 

が
最
も
深
く
、
今
で
も
梨
を
さ
へ
見
れ
ば
、
昔
痒
園
梨
花
を
題
に
て
、
其
花
盛

b
に
侮
年
講
堂
で
詩
會
を
催
さ
れ
、
子

供
な
が
ら
に
列
席
し
て
拙
い
文
句
を
並
べ
た
事
な
ざ
、
悲
し
い
追
憐
の
涙
を
そ
>
ら
す
に
は
居
ら
れ
な
い
マ
J

い
つ
て
居

梨
の
大
木
か
ら
又
敦
間
離
れ
て
室
を
蔽
ふ
程
の
櫻
の
大
木
が
あ

b
ま
す
0

幹
の
周
園
ば
一
抱
も
あ
り
、
名
は
揚
貴
妃
櫻

マJ
呼
び
ま
し
た
が
、
陽
春
一
二
月
に
入
璽
の
薄
紅
い
花
を
着
け
ま
す
ご
、
モ
ー
學
寮
の
人
な
ぐ
」
は
半
分
う
き
立
つ
て
し
ま

ひ
ま
す
0

獨
b
學
寮
の
人
の
み
な
ら
す
、
父
や
兄
の
外
祖
ま
で
も
相
應
に
陽
氣
立
つ
て
、
講
堂
マ
J

鞘
の
間
の
障
子
を
開

•••• 

放
し
、
社
友
や
學
生
を
集
め
て
、
梨
の
盛
の
時
の
様
に
痒
園
海
棠
こ
い
ふ
題
の
下
に
詩
會
を
催
し
0

向
ふ
側
の
町
家
で

は
店
頭
に
毛
脈
を
敷
き
、
客
を
招
い
て
、
此
の
花
の
榮
華
を
分
配
せ
ら
れ
た
様
に
、
南
枝
が
程
長
く
大
道
に
突
出
て
を

る
の
を
御
招
伴
に
賞
玩
し
て
、
花
見
の
宴
↓
ぜ
開
く
の
が
例
で
あ
っ
た
ご
い
ひ
ま
す
。

た
と
ひ
時
有
つ
て
散
り
、
其
盛
は
亦
時
の
間
で
あ
っ
て
も
、
か
く
ば
か

b
校
合
を
賑
は
し
、
人
氣
を
引
た
た
サ
て
、
多

年
此
の
界
隈
の
呼
び
物
さ
な
り
，
末
る
べ
き
春
を
栗
し
ま
せ
た
の
は
、
口
ヘ
此
の
一
本
の
揚
貨
妃
の
花
顔
あ
ざ
や
か
な
り

し
訪
で
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
は
一
夜
の
嵐
に
馬
鬼
の
憲
マ
J

消
ゎ
、
此
は
校
含
の
末
路
セ
見
送
っ
た
後
其
榮
描
を
冷
た
い

土
に
委
ね
て
、
昔
を
語
る
人
も
な
い
世
に
、
獨
り
父
の
み
が
其
幹
セ
ニ
尺
程
づ

A

に
切
つ
て
久
し
く
庭
の
隅
に
懺
か
れ
た

の
は
、
流
石
に
之
1

笠
育
て
た
人
の
異
心
で
あ
り
ま
す
0

梨
の
樹
ご
櫻
の
木
の
間
に
風
雅
な
井
戸
が
あ
っ
て
、
さ
>
や
か

な
金
釣
瓶
の
鎮
を
か
ら
／
＼
マ
J

手
ぐ
り
、
戯
れ
が
て
ら
水
を
掛
ん
で
庭
に
注
い
た
六
十
年
の
昔
が
忍
ば
れ
る
こ
、
夏
の

六
六



六
七

平
桃
、
詞
堂
の
側
に
は
五
六
株
の
芭
蕉
｀
奥
の
庭
に
は
銀
杏
の
喬
木
。
西
の
板
塀
に
は
、
夏
H
は
一
面
に
慇
元
の
蔓
が

あ
づ
ち

延
ぴ
て
、
其
前
の
細
長
い
地
面
は
距
離
が
長
い
為
に
射
的
場
に
は
屈
強
だ
9
J

て
、
父
桐
園
は
北
の
は
づ
れ
に
珠
を
築
き
、

っ
た
こ
聞
い
て
居
り
ま
す
。

マJ
い
ふ
事
で
す
c

風
情
を
兄
は
語
る
の
で
す
。
此
の
井
戸
の
上
に
餅
柚
ご
呼
ふ
大
柚
の
樹
が
横
つ
て
居
て
、
年
々
味
の
よ
い
賓
を
結
ん
だ

表
門
際
の
板
塀
に
涼
う
て
「
曲
肱
樹
」
ご
い
ふ
小
高
い
物
見
が
あ
b
ま
し
た
。
窓
に
肱
を
か
け
て
逍
路
を
眺
め
る
の

に
便
り
が
よ
い
か
ら
竹
山
が
さ
う
名
．
つ
け
て
、
其
額
を
掛
け
ら
れ
た
も
の
マ
J

思
は
れ
ま
す
が
｀
い
つ
し
か
額
は
失
は
れ

て
、
ロ
ハ
此
の
窓
か
ら
は
よ
く
大
名
の
御
通
b
を
弁
見
し
た
相
で
す
。
此
の
粗
末
な
物
見
は
竹
山
履
軒
共
同
の
手
エ
に
成

う
つ
ぎ

曲
肱
樹
役
則
に
は
、
梢
香
梅
や
、
空
木
、
木
椛
な
ざ
の
大
木
が
斜
に
並
び
、
其
前
に
連
妍
棚
が
形
よ
く
造
ら
れ
て
、
四

季
延
る
／
＼
花
の
紀
わ
た
事
は
な
か
っ
た

Jゞ

聞
く
丈
で
も
學
校
の
全
盛
時
代
が
忍
ば
れ
ま
す
。
入
徳
門
を
入
っ
て
右
手

の
塀
際
に
は
四
方
竹
が
城
洒
マ
J

し
て
消
く
茂
り
、
岩
石
に
は
蔦
鼎
が
虞
得
が
は
に
塀
の
あ
た
b
ま
で
這
ひ
ま
つ
は
つ
て

.. 。

居
た
様
子
は
、
宛
然
山
荘
の
趣
が
あ
b
ま
す
0

懐
徳
堂
で
諸
先
哲
が
作
ら
れ
た
詩
中
に
、
よ
く
癖
抗
膳
マ
J

い
ふ
文
字
が

••• 

載
つ
て
居
る
の
は
此
の
脳
の
事
で
、
そ
れ
故
懐
徳
堂
の
事
を
辟
揺
席
こ
も
呼
び
ま
す
。

其
他
重
な
草
木
は
、
薄
紅
梅
、
山
吹
、
擬
賓
珠
、
芙
蓉
、
桔
梗
、
北
且
京
の
か
す

l
¥
、
文
質
の
庭
に
は
紅
白
疾
別
の
源

巳
有
園
の
梨
の
根
本
に
座
を
構
へ
て
射
藝
を
練
習
し
ま
し
た
が
、
逹
人
の
噌
が
あ

b
ま
し
た
。



◎

教

授

並

河

寒

泉

五
、
教
授
及
び
學
校
預
り
人
の
事

懐
徳
堂
で
は
、
創
立
の
際
か
ら
、
學
主
マ
J

學
校
預
り
人

Jゞ

い
ふ
二
つ
の
役
が
重
要
欽
く
べ
か
ら
ざ
る
者
<
J

な
っ
て
居
ま

し
た
0

此
の
職
は

T
度
今
い
ふ
校
長
n、
品
叶
事
の
様
な
役
で
、
學
主
は
學
事
に
の
み
携
は
つ
て
、
授
業
上
の
事
を
統
轄
し
、

預
り
人
は
役
所
向
の
用
事
や
校
内
一
切
り
俗
務
を
抱
常
し
て
、
授
業
と
も
兼
ね
て
居
ま
し
た
0

此
の
外
稽
古
の
助
を
す
る

人
も
あ
っ
て
之
を
助
敏
‘
J

呼
び
ま
し
た
3

数
授
Jゞ

い
ふ
の
は
學
士
っ
f
J

同
じ
で
、
竹
山
以
前
は
學
主
ゞ
」
の
み
稲
へ
ま
し
た

が
、
竹
山
の
學
主
の
折
、
表
向
の
届
書
な

6

マ
と
に
は
學
士
の
名
を
用
ゐ
Q

漠
文
骰
の
も
の
に
は
敢
授
マ
J

津
ば
か
れ
た
の
で
、

そ
れ
以
後
次
第
に
學
主
<
J

云
は
す
に
、
数
授
マ
J

の
み
呼
ぶ
様
に
な
り
ま
し
た
＞
安
政
か
ら
明
治
の
殷
校
の
折
ま
で
、
即

ち
術
恢
徳
堂
の
最
後
の
放
授
は
兄
の
外
蘭
に
常
る
並
河
寒
泉
で
、
預
b
人
は
札
共
の
父
桐
園
で
す
。

寒
泉
は
京
都
の
並
河
天
民
の
女
孫
で
、
父
の
巨
川
迄
代
々
伯
督
セ
兼
ね
て
居
ま
し
た
。
寒
泉
名
を
朋
来
、
又
鳳
末
マ
J

も

翡
き
ま
す
0

字
は
亨
先
、
俗
稲
は
復
一
、
寒
泉
は
貼
年
時
代
の
琥
で
、
遠
肝
の
年
か
ら
華
翁
'y.J

改
め
ま
し
た
3

華
は
六

十
一
マ
J

い
ふ
敷
を
現
は
し
た
文
字
故
で
も
あ
り
、
又
浪
堆
翁
の
つ
も

b
で
も
あ
り
ま
せ
う
°
字
も
よ
み
易
く
、
句
調
も

よ
く
。
意
味
も
よ
い
の
で
、
寒
泉
こ
い
ふ
様
な
淋
し
い
氣
乗
の
し
な
い
眺
は
自
然
に
用
ゐ
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
大
抵
の
人

は
栴
翁
先
生
>
t
J

呼
ん
で
居
ま
し
た
が
、
諸
生
逹
は
口
〈
簡
箪
に
大
先
生
或
は
老
先
生

Jゞ

稽
へ
て
居
ま
し
た
0

晩
年
居
，
乞
櫻

宮
に
移
さ
れ
て
か
ら
桔
翁
に
改
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
履
軒
の
説
に
，
日
本
の

IIは
櫻
の
字
セ
常
て
る
よ

b
も
棒
の

六
入



六
九

一
寸
あ
ま
り
の
小
さ
い
齢
セ
結
は
せ
て
居
た
相
で
す
。

字
を
嘗
て
る
方
が
適
嘗
で
あ
る

Jゞ

｀
植
物
學
上
の
見
地
か
ら
云
は
れ
た
説
に
基
い
た
も
の
で
す
。

寒
泉
の
母
は
竹
山
の
末
女
で
、
名
セ
刀
自
マ
J

呼
び
ま
し
た
3

竹
山
は
女
兒
セ
多
く
生
み
ま
●
た
が
、
何
れ
も
早
世
で
、

、
、
、

生
き
残
っ
た
の
は
口
〈
此
の
人
の
み
で
す
か
ら
．
竹
山
の
為
に
は
寒
泉
が
唯
一
の
可
愛
い
外
孫
で
、
其
誕
生
日
に
破
魔
弓

十
七
オ
の
文
化
十
年
か
ら
懐
徳
堂
に
入
學
し
て
、
伯
父
に
営
る
碩
呆
に
従
っ
て
學
び
ま
し
た
が
、
學
オ
豊
賄
且
勤
勉
家

で
あ
っ
た
為
に
學
業
が
メ
キ

l
＼
●
逹
し
ま
し
た
か
ら
、
碩
果
の
飾
愛
も
極
め
て
深
く
、

T
度
其
頃
碩
果
の
男
兒
が
皆

夭
折
し
て
船
嗣
が
絶
え
た
所
か
ら
、
寒
泉
は
一
時
養
子
に
擬
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
並
河
に
復
姓
し
て
和
泉
町
で
私
塾

を
開
き
後
ま
た
學
校
に
戻
っ
て
、
碩
果
の
歿
後
か
ら
崩
校
ま
で
、

T
度
人
物
の
乏
し
い
時
代
に
滴
三
十
年
間
放
授
マ
J

し

て
盛
さ
れ
た
恩
人
で
あ
b
ま
す
。

寒
泉
は
一
見
乃
木
照
軍
の
様
な
風
貌
を
備
へ
た
人
で
、
中
肉
中
背
、
頭
が
少
し
小
さ
く
、
目
は
威
厳
め
る
温
和
の
光
を

放
ち
｀
頬
は
こ
け
て
、
髯
は
剃
り
落
さ
れ
、
髪
は
皆
禿
げ
て
敷
へ
ら
れ
る
位
の
も
の
を
、
極
端
な
國
粋
保
存
家
だ
け
あ

9

ろ
ぎ
く

つ
て
、
餌
朝
娘
の
閏
菊

Jゞ

い
ふ
人
に
、

寒
泉
の
講
堂
へ
出
る
時
の
態
度
は
中
々
厳
正
な
者
で
、
先
づ
大
高
源
吾
の
遺
物
を
校
造
し
た
木
刀
を
挟
し
て
、
肝
年
の

頃
は
常
に
九
曜
の
紋
附
邪
織
を
指
け
＂
慰
居
の
後
は
無
紋
の
逢
腋
を
着
用
さ
れ
ま
し
た

0

是
は
初
め
竹
山
が
孔
子
の
逢

腋
に
擬
し
て
製
し
た
も
の
を
老
年
に
及
ん
で
済
用
さ
れ
た
の
を
、
寒
泉
も
之
に
模
倣
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

'
Y
J

い
ふ
災
難
除
の
弓
二
把
を
祝
は
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。



り
ま
す
。

人
切
れ
ば
我
も
死
な
ぬ
ば
な
り
ま
せ
ん

其
鞘
に
常
る
所
に
、

寒
泉
は
一
面
厳
格
で
、
他
の
一
面
に
は
温
情
掬
す
べ
き
者
が
あ

b
ま
し
た
。
平
生
の
持
論
に
、
数
育
上
の
事
。
政
事
上

の
事
共
に
寛
厳
宜
し
き
を
得
ざ
れ
ば
人
を
御
す
る
事
は
難
い
、
マ
J

云
は
れ
た
の
は
、
能
＜
其
性
格
に
適
つ
た
言
で
、
講

堂
に
於
け
る
寒
泉
は
良
敢
師
ご
し
て
、
総
て
の
學
生
か
ら
敬
慕
せ
ら
れ
ま
し
た
。
継
じ
て
子
供
に
は
優
し
く
、
大
き
い

生
徒
、
殊
に
塾
生
に
は
品
行
上
に
就
い
て
厳
重
に
監
督
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

人
ご
総
b
が
帷
慨
義
烈
で
、
大
和
魂
マ
J

か
義
氣
こ
か
い
ふ
事
を
1
3
常
口
か
ら
絶
っ
た
事
は
な
か
っ
た
相
で
す
。

T
度
其

頃
は
秘
末
胤
離
の
世
で
、
到
る
庭
に
諄
王
攘
夷
の
論
が
沸
騰
し
て
、
志
士
活
躍
の
噂
が
棺
偵
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
寒
泉

之
を
開
く
や
、
座
な
が
ら
拳
を
固
め
て
蓬
ま
し
さ
を
示
し
て
居
っ
た
9
J

い
ふ
事
。
さ
れ
ば
、
吉
田
松
蔭
‘
頼
三
樹
一
一
一
郎
、

梅

lfl
梅
演
な
ざ
の
志
士
の
詩
や
歌
は
、
得
る
に
随
つ
て
手
録
し
て
居
ら
れ
た
も
の
が
二
冊
に
ま
ご
ま
っ
た
の
で
、
之
を

柚
慨
梨
マ
J

名
づ
け
て
愛
韻
し
て
居
ま
し
た
。

そ
れ
故
四
十
七
士
の
話
な
ざ
は
大
得
意
で
、
其
什
器
↓
笠
模
造
し
た
種
々
の
物
品
セ
珍
襲
愛
玩
し
た
中
で
も
、
木
刀
一
振

マJ
刻
し
た
の
は
大
高
源
吾
の
木
刀
に
校
し
た
も
の
で
、
之
は
い
か
な
る
時
に
も
其
身
よ
り
離
さ
な
か
っ
た
愛
臓
品
で
あ

国
粋
保
存
家
だ
け
に
、
西
洋
の
物
R
f
J

い
へ
ば
蛇
鍋
の
様
に
鎌
つ
て
、
散
髪
姿
で
洋
服
な
ざ
着
て
面
會
を
求
め
に
末
た
人

七
〇



わ
け
で
す
。

七

9
J
呼
ん
で
居
ま
し
た
が
、
父
桐
園
に
至
り
、
和
泉
町
か
ら
出
て
今
橋
派
を
嗣
ぎ
，
雨
家
は
途
に
合
し
て
一
統
に
蹄
し
た

之
よ
b
前
巾
井
家
は
竹
山
履
軒
の
時
代
か
ら
二
派
に
別
れ
て
、
竹
山
の
系
統
は
懐
徳
堂
を
司
り
、
家
が
今
検
に
あ
り
ま

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

し
た
か
ら
今
橋
の
中
井
マ
J

呼
ば
れ
、
履
軒
の
方
は
代
々
水
哉
館
ヤ
細
戦
ぎ
、
家
が
和
泉
町
に
在
っ
た
為
め
和
泉
町
の
中
井

は
必
ら
す
門
前
彿
を
く
つ
た
の
で
す
°
常
時
瀧
誠
齋
(
5
配
窃
い
）
マ
J

い
ふ
憐
者
が
有
つ
て
、
中
々
の
學
者
で
し
た
が
、

早
く
か
ら
欧
米
の
文
物
に
心
酔
し
て
、
娘
に
も
梃
語
を
腎
ぱ
せ
、
外
人
の
門
に
出
入
さ
せ
た
位
で
、
寒
泉
マ
J

は
全
く
意

氣
込
の
逹
ふ
篇
に
、
此
の
二
人
が
會
談
す
る
マ
J

必
ら
す
大
議
論
が
沸
騰
す
る
の
で
す
。
減
齋
は
躍
蜀
の
小
男
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
セ
歿
念
さ
う
に
、
出
求
る
限
り
威
丈
高
に
な
っ
て
、
肩
を
登
か
し
、
肱
を
張
つ
て
西
洋
自
慢
を
す
る
こ
、
小

さ
い
儲
ャ
附
け
て
木
刀
を
横
へ
た
寒
泉
は
、
其
雷
聾

J

竺
轟
か
し
て
、
心
地
よ
げ
に
攻
幣
叱
陀
す
る
、
其
有
様
は
畢
此
幕

末
か
ら
維
新
の
過
渡
期
に
於
け
る
日
本
を
、
此
の
一
小
室
の
中
に
活
躍
さ
せ
だ
や
う
な
者
で
あ
り
ま
せ
う
。

◎
學
校
預
り
人
中
井
桐
園

桐
園
名
は
及
泉
、
字
は
公
混
、
幼
名
ぱ
鮮
太
郎
で
、
後
修
二
A
f
J

改
め
ま
し
た
0

桐
園
は
學
校
預
り
人
で
あ
っ
た
時
代
の

琥
で
、
麿
校
後
北
野
の
本
庄
村
に
移
つ
て
か
ら
北
郭
野
人
っ
こ
い
ひ
、
晩
年
に
は
又
汲
所
こ
い
ふ
琥
を
好
ん
で
用
ゐ
ま
し

た
°
懐
徳
堂
の
預
b
人
<
J

な
っ
た
の
は
丁
度
寒
泉
が
放
授
マ
J

な
っ
た
の
＜
J

同
13
で
、
天
保
十
一
年
一
そ
月
廿
四
日
、
即
ち

碩
果
の
歿
し
た
時
~
ら
で
す
。



元
末
中
井
家
は
雨
派
マ
J

も
昔
か
ら
男
子
の
塞
々
た
る
家
で
、
其
少
い
中
の
一
粒
種
で
あ
な
た
和
泉
町
中
井
家
の
嫡
子
は
、

宗
家
に
相
績
者
の
絶
わ
た
為
に
、
天
保
三
年
正
月
か
ら
、
父
桐
園
は
十
オ
の
い
た
い
け
な
る
身
に
大
任
を
負
は
せ
ら
れ

て
俄
か
に
懐
掘
堂
に
起
臥
す
る
事
マ
J

な
り
、
碩
果
の
養
嗣
子
マ

J

定
っ
た
わ
け
で
す
3

其
年
か
ら
十
七
オ
ま
で
父
桐
園
は
碩
果
マ
J

寒
泉
マ
J

に
従
っ
て
餘
念
な
く
勉
強
し
て
居
ま
し
た
が
、
偶
々
碩
果
に
死
別
す

る
や
、
俄
に
學
校
預
b
人
マ
J

定
め
ら
れ
、
寒
泉
は
其
日
か
ら
放
授
マ
J

仰
が
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
畜
桐
園
が
ま
だ
弱

年
で
あ
っ
た
跨
、
賓
際
は
寒
泉
が
萬
事
を
料
理
せ
ら
れ
ま
し
た
°
殊
に
年
輩
は
父
子
の
如
く
｀
舅
婿
の
間
柄
で
も
有
つ

た
の
で
、
終
世
父
は
其
支
配
を
脱
す
る
事
が
出
末
な
か
つ
た
様
で
す
J

凡
そ
時
の
昇
蓮
に
乗
じ
て
生
れ
た
人
は
、
努
少
く
し
て
功
顕
は
れ
易
く
、
よ
き
環
撹
マ
J

近
親
の
擁
謹
に
よ
っ
て
容
易
に

自
由
な
登
逹
を
遂
げ
得
る
に

4
係
は
ら
す
、
不
幸
に
し
て
世
の
衰
運
｀
家
の
類
勢
に
逢
う
て
人
こ
為

b‘

弱
年
の
か
よ

わ
い
身
に
堪
へ
が
だ
い
負
班
を
負
は
せ
ら
れ
た
者
は
、
た
マ
J

ひ
諸
手
を
學
げ
て
勢
一
ば
い
の
力
を
振
つ
て
も
、
嵐
に
吹

き
す
さ
ま
れ
た
破
屋
の
屋
根
は
支
へ
難
い
者
マ
J

思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
0

桐
園
は
其
六
十
年
の
全
生
涯
を
畢
げ
て
、
傾
き
倒

れ
ん
マ
J

す
る
學
校
を
支
へ
ま
し
た
が
、
氣
阻
み
力
盛
さ
て
斃
れ
た
最
も
薄
命
の
人
で
あ
り
ま
し
た
0

史
を
播
く
者
は
、

功
績
赫
々
た
る
逹
人
の
事
蹟
マ
J

共
に
、
犠
牲
に
斃
れ
た
至
人
の
奥
心
を
必
す
記
念
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
。

桐
園
の
容
貌
は
、
眉
は
濃
く
上
に
向
つ
て
延
び
、
目
は
大
き
く
、
髪
は
房
々
マ
J

し
て
多
く
美
し
か
っ
た
相
で
す
°
學
校

預
り
人
の
間
は
結
髪
で
，
維
新
後
す
ぐ
散
髪
に
な
っ
た
所
な
8
ヽ
よ
は
ぐ
ふ
空
泉
ご
は
違
っ
て
、
よ
く
時
勢
の
幾
遷
に
伴

七



う
て
行
く
人
で
あ
り
ま
し
た
。
平
生
弓
術
を
嗜
し
ん
だ
総
、
ー
手
足
の
筋
肉
が
登
逹
し
、
骨
格
が
退
し
く
て
、
よ
く
祗
父

履
軒
の
憫
格
を
受
け
て
居
た
様
で
す
。

性
質
は
温
良
篤
賓
で
、
土
角
が
な
く
、
快
げ
に
誰
マ
J

で
も
交
際
を
し
ま
し
た
が
、
口
＾
子
供
に
丈
は
中
々
厳
重
で
、
過
失

を
赦
さ
な
い
の
で
、
兄
は
父
の
前
で
讀
書
す
る
事
を
恐
れ
て
、

桐
園
は
日
々
の
授
業
の
外
に
、
自
分
の
日
課
マ
J

し
て
、
讀
害
、
習
字
、
弓
術
を
規
則
正
し
く
修
め
だ
人
で
、
早
朝
其
の

居
間
の
文
質
に
訪
な
へ
ぱ
、
必
す
習
字
を
し
て
居
る
。
夕
方
に
は
必
す
講
堂
の
廣
縁
の
端
に
巻
藁
を
置
い
て
射
セ
習
う

て
居
る
、
夜
に
な
る
マ
J
‘

燈
下
で
讀
害
セ
し
て
居
る
豚
が
必
す
隔
て
の
隙
子
を
漏
れ
て
聞
え
る
。
此
の
一
1

1

つ
が
築
し
み

に
乏
し
か
っ
た
桐
園
の
せ
め
て
も
心
逍
で
あ
っ
た
か
マ
J

思
ふ
ぐ
J
‘

氣
の
湘
の
成
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
b
ま
す
。

學
校
創
立
嘗
時
、
か
の
五
同
志
の
人
々
が
忠
質
に
笠
庵
を
助
け
て
呉
れ
た
様
に
、
桐
園
時
代
に
も
十
人
程
顧
問
の
同
志

が
あ
っ
て
、
常
に
力
を
添
へ
て
呉
れ
ま
し
た
か
ら
、
桐
園
は
始
終
是
等
の
人
々
マ
J

親
し
く
往
末
し
て
、
學
校
の
経
螢
を

謀
っ
た
様
子
で
す
。

い
つ
も
外
祖
の
寒
泉
に
學
ん
だ
相
で
す
。

、
、
、
、

桐
園
の
の
談
話
は
、
寒
泉
の
様
に
大
蜂
で
奇
抜
な
事
を
い
は
な
い
代
り
、
静
に
し
ん
み
り
こ
念
の
入
っ
た
話
セ
す
る
方

で
、
平
常
酒
を
嗜
ん
だ
為
、
酒
好
の
人
の
末
訪
を
最
も
喜
び
、
共
に
緩
々
ご
晩
酌
を
傾
け
、
強
ひ
て
引
留
め
て
、
床
に

就
い
て
か
ら
も
久
し
く
語
り
あ
ふ
の
を
何
よ
b
築
し
ん
で
居
た
様
子
で
、
寒
泉
さ
よ
く
論
鋒
を
戦
は
し
だ
瀧
誠
噺
も
、

桐
園
マ
」
は
至
極
親
密
で
、

い
つ
も
末
る
こ
床
中
で
朋
方
ま
で
話
セ
し
た
相
で
す
。
．
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ま
し
た
が
、
間
も
な
く
廿
才
マ
J

い
ふ
惜
し
い
年
齢
で
早
世
さ
れ
ま
し
た
0

諸
生
は
こ
の
人
を
少
先
生
こ
呼
び
ま
し
た
。

す
に
、

し
た
。

六
、
懐
徳
堂
の
授
業
ぷ
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

昔
か
ら
懐
穏
堂
に
は
梵
庵
の
遺
戒
マ
J

い
ふ
も
の
が
存
し
て
居
よ
し
た
°
其
言
に
、
請
堂
に
出
で
A

数
授
セ
司
る
者
は
、

、
、
、
、
、
、
、
‘
‘
、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ
，
ヽ
ヽ
、
ヽ
、
、
、
、

其
閾
を
超
ゆ
る
や
、
役
所
に
上
り
て
勤
務
を
執
る
者
の
如
く
思
へ
。
こ
い
ふ
の
で
、
代
々
の
放
授
は
其
の
言
を
服
屑
し

（上）

ざ
ん
な
寒
夜
で
も
、
半
鐘
を
聞
く
ビ
、
桐
園
は
火
事
装
束
を
し
て
、
其
最
寄
の
親
し
い
家
セ
見
舞
ふ
事
を
忘
れ
す
、
死

者
病
者
の
世
話
等
に
も
、
勢
を
厭
は
す
に
心
か
ら
親
切
を
盛
し
た
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
其
温
い
性
情
を
、
博
愛
慈
善

を
尚
ぷ
今
日
の
世
に
施
さ
し
め
な
か
っ
た
の
は
、
返
す
人
＼
も
残
念
に
思
は
れ
ま
す
。

て
忘
れ
な
か
っ
た
為
、
懐
樹
堂
の
授
業
は
、
古
末
一
絲
胤
れ
ざ
る
秩
序
を
保
つ
て
盛
り
ま
し
た
。
随
っ
て
寒
泉
桐
固
の

二
人
も
、
講
堂
に
出
る
時
は
充
分
謹
厳
な
態
度
で
、
俳
朝
一
定
の
時
が
末
ま
す
マ
J
‘

寒
泉
は
例
の
木
刀
を
挟
み
、
逢
腋

を
ま
ご
う
て
西
央
の
襖
の
前
に
座
を
占
め
、
竹
山
逍
物
の
講
案
を
据
え
、
姻
紅
盆
を
控
へ
て
、
其
側
に
は
、
冬
な
ら
ば

、
、
、

必
す
手
あ
ぶ
り
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
0

桐
園
は
袴
朋
織
で
、
鞘
の
間
へ
よ
っ
た
方
の
中
央
の
柱
の
前
に
座
を
定
め
、

机
を
据
ね
て
、
長
い
字
つ
き
セ
其
上
に
載
せ
、
火
鉢
に
は
い
つ
も
鐵
瓶
の
湯
を
た
ぎ
ら
せ
て
、
其
か
た
へ
に
置
か
れ
ま

、
、
、
、

助
放
の
席
は
講
堂
こ
中
雷
の
取
あ
ひ
に
あ
る
窓
の
下
で
、
小
さ
い
机
を
控
へ
て
、
別
段
威
儀
セ
助
け
る
附
脳
物
も
据
わ

一
番
貧
相
ら
し
く
見
ら
れ
た
<
J

か
0

嘗
時
寒
泉
の
子
に
盤
街
こ
い
ふ
人
が
中
々
學
オ
が
あ
っ
て
助
放
を
し
て
居

七
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故
、
全
く
ゞ
の
数
師
も
寸
隙
す
ら
な
い
有
様
で
し
た
Q

七
五

一
殿
を
し
た
後
数
を
受
け
て
居
ま
す
ご
、
又
次
の
人
が
書

其
前
後
に
和
垣
菊
堂
、
山
村
卯
之
助
、
藤
戸
寛
齊
な
ぐ
」
い
ふ
人
々
も
此
の
職
セ
勤
め
ら
れ
ま
し
た
°
藤
戸
氏
は
後
木
秋

一
路
マ
J

名
を
改
め
て
、
河
内
芝
村
の
石
切
箭
剣
計
で
久
し
く
紳
官
を
勤
め
て
敷
年
前
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
u

授
業
の
始
ま
る
の
は
餌
朝
八
時
頃
で
、
三
放
師
が
請
堂
に
出
揃
う
た
慮
で
、
早
く
か
ら
女
闊
に
待
っ
て
居
た
通
學
生
は
、

其
正
面
に
枯
ん
で
あ
る
書
豪
に
本
を
載
せ
て
、
順
々
に
講
堂
へ
這
入
っ
て
、
或
は
寒
泉
に
、
或
は
桐
園
、
助
数
に
こ
、

其
學
ふ
科

H
に
依
つ
て
定
ま
つ
て
を
る
放
師
の
前
へ
出
て
、

益
に
瞥
物
を
載
せ
て
側
へ
末
て
、
待
も
な
が
ら
昨
H
の
復
習
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
ご
順
々
に
詰
め
か
け
、
更
る

/
＼
数
へ
ら
れ
て
、
凡
昇
巳
J

る
ビ
、
数
師
の
許
可
を
得
て
退
き
ま
す
か
ら
、
生
徒
は
更
代
し
て
も
敢
師
は
か
え
ら
れ
ぬ

営
時
放
授
の
科
目
は
、
索
詔
、
請
義
、
質
問
、
腎
字
、
背
誦
、
詩
文
の
六
科
。
入
學
ボ
は
是
等
の
中
で
其
梨
む
も
の
丈

を
撰
修
し
て
も
、
全
部
を
兼
習
し
て
も
随
意
で
あ
り
ま
し
た
°
其
の
数
授
の
順
序
は
左
の
通
り
で
す
。

初
學
で
入
序
し
た
人
に
は
先
づ
素
誼
か
ら
授
け
ま
す
°
受
持
数
師
は
桐
園
マ
J

助
敢
こ
で
、
生
徒
の
年
齢
は
十
オ
位
か
ら

二
十
五
六
オ
ま
で
故
、
今
の
小
中
大
學
を
兼
ね
た
様
な
も
の
で
す
し
素
讃
に
用
ゐ
る
害
物
は
、
千
字
文
、
孝
経
、
大
學
畜

論
語
、
孟
子
、
中
庸
、
小
學
、
易
、
詩
純
、
薔
経
、
謄
記
、
マ
」
い
ふ
順
序
で
、
無
論
級
な
ざ
設
け
す
、
學
力
に
應
じ
て

個
人
数
授
を
／
打
っ
た
の
で
す
か
ら
、
其
進
歩
の
遅
迷
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。u

素
讀
が
一
通
す
む
ご
、
復
初
か
ら
繰
返
し
て
講
義
を
聞
か
せ
ま
す
0

此
方
の
受
持
は
重
に
寒
泉
で
し
た
。
講
義
も
素
讀



た
様
子
が
目
に
つ
く
ご
兄
は
い
つ
て
居
り
ま
す
。

の
通

b
の
順
序
を
践
み
、
自
修
セ
す
る
者
は
、
経
書
こ
脹
史
王
答
替
に
質
問
さ
せ
る
事
に
な
っ
て
居
ま
し
た
0

自
修
の

害
は
、

H
記
故
事
、
蒙
求
、
十
入
史
界
、
國
史
客
、
近
思
録
、
左
國
史
漠
マ
J

い
ふ
や
う
な
次
第
で
す
°
學
力
が
つ
く
に

従
っ
て
此
の
通
り
に
自
修
を
脆
脚
し
た
の
は
、
此
の
時
代
で
の
進
歩
し
た
放
授
法
で
あ
っ
た
マ
J

思
ひ
ま
す
。

午
前
の
授
業
は
、
三
数
師
が
皆
講
堂
に
出
揃
う
て
厳
な
様
子
で
あ
り
ま
す
が
、
午
後
か
ら
は
末
學
者
も
少
い
総
、
講
堂

を
退
い
て
、
寒
泉
は
平
常
自
分
の
客
間
に
充
て
>
あ
る
西
央
に
座
を
構
へ
て
、
質
問
の
生
徒
が
末
る
の
を
待
ち
、
桐
園

は
鞘
の
間
の
西
部
で
請
義
を
し
た

b
質
間
に
答
へ
る
の
が
常
で
、
此
に
渾
天
儀
セ
据
え
て
苦
経
の
講
義
を
し
て
居
ら
れ

此
の
鞘
の
間
の
東
部
に
は
童
子
の
一
圃
が
ゆ
つ
く
り
座
を
占
め
て
、
小
机
を
向
ひ
合
せ
に
澤
山
な
ら
べ
て
、
讀
古
或
は

作
文
y
J

思
ひ
／
＼
勉
強
を
し
て
、
子
供
に
似
合
は
ぬ
落
付
い
た
研
究
ぶ
り
で
あ

b
ま
す
が
、
惰
け
者
も
遊
ぴ
半
分
の
手

腎
を
築
し
み
、
い
か
な
る

H
も
登
校
を
怠
る
も
の
は
無
か
っ
た
相
で
す
。

午
後
の
習
字
は
見
張
の
数
師
も
な
く
、
勝
手
に
習
ふ
定
め
で
す
か
ら
、
子
供
逹
は
ワ
イ

l
＼
騒
ぎ
な
が
ら
、
習
ふ
マ
J

い

ふ
よ
り
は
盆
よ
り
草
紙
を
混
し
て
居
る
者
の
方
が
多
い
位
で
、
中
に
は
玩
具
ま
で
持
ち
込
ん
で
末
て
半
分
遊
ん
で
居
る
者

も
あ
り
ま
し
た
°
餓
鬼
大
鼎
は
早
野
橘
隧
の
孫
で
父
桐
園
の
姉
の
子
で
あ
る
常
童
<
J

い
っ
た
人
で
、
其
特
長
の
滑
稽
を

．
 

派
じ
て
、
い
つ
も
衆
童
子
を
抱
腹
絶
倒
さ
せ
た
も
の
で
す
0

嘗
時
懐
徳
堂
で
は
、
子
供
に
は
皆
童
ご
い
ふ
文
字
を
添
へ
、

.
、
、
、
~

成
年
者
に
は
公
の
字
を
距
へ
て
何
公
、
何
童
マ
J

い
ふ
の
が
習
は
せ
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
常
童
l
＼
と
呼
ば
れ
て
、
ざ

七
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七
七

ん
な
場
合
に
も
子
供
の
中
で
幅
を
き
か
せ
た
者
で
し
た
が
、
常
年
の
常
箪
、
廿
年
前
恨
徳
堂
の
祭
典
の
頃
に
は
遠
暦
以

上
の
老
齢
を
以
て
甚
＜
其
盛
畢
に
戚
激
し
て
居
り
ま
し
た
の
に
、
今
や
此
の
人
も
亦
故
人
ど
な
っ
て
久
し
い
事
に
な
り

ひ
畢
る
マ
J
‘

桐
園
の
前
に
出
て
改
め
て
貰
ひ
ま
す
。
旨
く
習
つ
て
賞
め
ら
れ
る
人
も
あ
れ
ば
、
水
を
流
し
て
往
つ
て
叱

ら
れ
る
悪
戯
者
も
あ
り
ま
す
°
消
古
は
五

H
H
で
寒
泉
の
手
本
を
習
う
た
人
は
寒
泉
に
、
桐
園
の
を
背
ふ
た
人
は
桐
園

にマ
J

其
梢
主
口
を
差
出
す
ご
、
朱
で
直
さ
れ
た

b
、
丸
を
附
け
ら
れ
た
り
し
て
返
さ
れ
、
そ
れ
ご
共
に
新
し
い
手
本
を
貰

ひ
ま
す
．
ぃ
寒
泉
は
い
つ
も
紅
欄
紙
マ
J

い
ふ
紙
を
用
ゐ
、
桐
園
は
美
浪
紙
、
或
は
半
紙
を
用
ゐ
ま
し
た
。

鞘
の
間
の
生
徒
か
朝
か
ら
習
字
を
飽
き
る
程
や
つ
て
居
る
内
、
素
設
や
講
義
を
習
ふ
生
徒
が
、
皆
演
ん
で
蹄
つ
て
も
、

、
、
、

ま
だ
正
午
に
も
早
い
マ
J

い
ふ
時
に
、
子
供
は
代
り
／
＼
桐
園
の
前
に
出
て
蒙
養
篇
を
少
し
づ

A

刊
う
た

b
、
背
誦
の

．．
 

復
習
を
し
ま
し
た
3

蒙
養
篇
Y
J

い
ふ
の
は
、
竹
山
が
少
年
の
為
に
候
文
で
解
り
易
く
害
い
た
修
身
翡
で
、
苦
な
し
に

覺
わ
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
今
の
子
供
が
放
育
勅
語
を
諮
ん
じ
て
を
る
様
に
、
誰
も
知
ら
な
い
者
は
な
か
っ
た
相
で
す
。

背
誦
は
今
の
陪
誦
で
、
竹
山
の
撰
ん
だ
背
誦
マ
J

い
ふ
本
が
一
冊
あ
り
ま
す
。
其
中
に
は
、
雨
儀
、
陰
腸
書
二
親
父
母
、

さ
て
腎
字
の
方
は
、
前
に
い
っ
た
様
に
机
を
並
べ
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ろ
は
」
か
ら
敷
字
、
十
子
、
十
二
支
、
千
字
文
、

そ
れ
か
ら
書
簡
文
や
草
書
も
順
々
に
初
rl
ひ
つ
ゞ
け
、
草
紙
一
冊
を
背

ま
し
た
。

七゚

懐

徳

堂

の

授

業

ぷ

り

一
々
寒
泉
或
は
桐
園
か
ら
自
筆
の
手
本
を
貰
つ
て
、
最
初
は
「
い

＾ -f 

、-



似
名
ま
ち

b
に
害
き
下
し
た
も
の
で
、
原
文
は
漢
文
屯
戸
籍
の
中
か
ら
、
面
白
相
な
事
踏
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

生
徒
は
其
認
文
を
一
題
づ
ヽ
漢
文
慨
に
書
き
直
し
て
出
す
マ
」
、
数
帥
は
原
文
の
方
を
手
許
に
控
へ
て
居
て
、
そ
れ
マ
J

見

文
の
莉
古
は
皆
横
文
ば
か
り
で
、

、

、

、

、

、

、

初
卑
者
に
は
復
文

Jゞ

い
ふ
事
を
さ
せ
ま
し
た
0

復
文
は
原
文
マ
J

い
ふ
小
冊
子
か
ら
片

冊
の
詩
稿
を
典
へ
る
事
も
あ
b
ま
し
た
。

他
の
科

H
5
様
に
厳
重
に
課
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
特
別
熱
心
な
人
で
な
け
れ
ば
學
ば
な
か
っ
た
相
で
す
、
併

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
其
研
究
い
順
庁
は
、
初
學
者
に
は
幼
昴
便
覧
、
詩
語
砕
金
、
詩
礎
階
梯
、

な
ご
に
抽
つ
て
題
を
典
へ
、

上
逹
す
る
に

＿
ニ
オ
天
地
人
、
四
時
春
夏
秋
冬
、
マ
J

い
ふ
風
に
、
悉
く
敷
字
で
記
憶
し
易
い
様
に
、
天
文
、
地
理
、
節
序
、
人
事
、
歴

世
、
官
職
を
集
め
た
も
の
を
少
し
づ
よ
想
暉
さ
せ
る
の
で
、
次
第
に
熟
逹
し
て
放
師
の
前
に
出
て
も
す
つ
か
り
滴
足
に

、
、
、

云
へ
る
マ
J

卒
業
で
、
筆
墨
を
褒
美
に
授
け
ら
れ
、
次
に
は
他
H
詩
セ
學
ぶ
時
の
準
備
に
唐
詩
選
の
背
誦
を
課
せ
ら
れ
ま

す
が
、
之
は
五
紹
か
ら
七
絶
ま
で
位
が
普
通
で
｀
中
に
は
律
や
古
詩
を
語
誦
す
る
者
も
稀
に
は
あ

b
ま
す
け
れ
ざ
も
、
其

内
に
大
人
の
部
に
這
入

b
ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
子
供
ら
し
い
科
目
は
自
分
で
止
め
て
了
ひ
ま
す
。
併
し
無
趣
味
で
覺
ね

た
背
誦
が
、
却
つ
て
其
記
伯
を
確
に
し
て
、
後
＂
の
｛
年
を
な
し
た
事
は
中
々
慢
り
難
い
も
の
だ
ゞ

J

い
ふ
事
で
す
。

詩
文
の
科
を
界
ぷ
人
が
一
番
少
い
様
で
し
た
0

詩
は
作
る
に
も
困
難
で
あ
る
し
、
宵
用
が
な
い
総
、
自
由
選
探
に
任
せ
、

従
っ
て
自
由
に
匙
を
選
ん
で
作
ら
せ
る
定
め
で
、
出
末
た
詩
稿
に
は
一
々
添
削
を
施
し
て
典
へ
ま
し
た
が
、
稀
に
は
厖

名
で
作
ら
せ
、
そ
れ
を
ご
加
に
ま
マ
J

め
て
差
出
さ
せ
、
油
削
の
上
、
甲
乙
oJ
貼
を
附
し
て
、
最
上
貼
を
得
た
人
に
其
一

七
入



七
九

用
ゐ
ま
し
だ
か
ら
、
之
を
漢
文
に
改
作
す
る
事
は
初
學
者
に
は
よ
ほ
ざ
の
困
難
で
、
或
は
長
き
に
過
ぎ
、
短
き
に
過
ぎ
、

0

0

)

 

詳
略
宜
し
き
を
得
す
し
て
、
添
削
の
施
す
べ
き
方
法
も
な
い
程
拙
劣
な
も
の
を
出
す
人
も
あ

b‘

此
の
場
合
は
候
改
構

マJ
記
入
し
て
返
さ
れ
ま
す
0

兎
に
角
記
事
文
は
紺
て
の
基
礎
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
之
の
熟
逹
さ
へ
す
れ
ば
よ
は
ぐ
ぇ
の
進

定
規
の
六
科
は
界
々
此
の
通
り
の
数
授
法
を
執
つ
た
の
で
す
が
、
肉
―
つ
漢
文
の
讀
方
に
就
い
て
一
言
せ
ね
ば
な

b
ま

懐
癒
堂
で
は
、
古
来
索
讀
セ
放
へ
る
の
に
、
世
間
一
般
の
送
骰
名
は
冗
長
に
過
ぎ
て
漢
文
の
練
習
に
害
が
あ
る
マ
J

い
ふ

見
地
か
ら
、
出
末
う
る
限
り
簡
潔
な
訓
貼
を
付
け
、
讀
方
―
つ
に
て
漢
文
の
結
構
ま
で
呑
み
込
ま
せ
る
方
法
を
取
り
ま

、
、
、
、

し
た
0

四
翡
に
懐
徳
堂
風
の
粘
を
施
し
た
の
を
春
棲
点
こ
稽
へ
て
世
に
行
は
れ
て
を
る
の
は
、
三
宅
春
棲
の
定
め
た
讀

方
で
あ
り
ま
す
。
竹
山
の
意
見
は
少
し
春
棲
A
f
J

逹
ふ
所
が
あ
っ
て
、
亦
一
家
の
説
を
な
し
て
居
り
ま
す
。
其
定
め
た
訓

貼
の
中
「
國
讀
胴
正
の
小
學
」
マ
J

い
ふ
の
は
已
に
上
梓
せ
ら
れ
て
を
り
ま
す
が
、
竹
山
以
後
は
専
ら
其
讀
方
を
墨
守
し
、

寒
泉
に
至
っ
て
一
暦
極
端
に
な
り
、
送
椴
名
を
盆
々
省
界
す
る
や
う
に
勉
め
ま
し
た
。

タ

メ

＝

ノ

●

ル

カ

ナ

ル

ノ

●

ト

竹
山
の
改
め
た
訓
貼
中
―
二
の
例
セ
欅
げ
ま
す
マ
J

、
普
通
の
讀
方
で
は
「
総
レ
人
所
＞
欺
」
マ
J

讀
ま
せ
る
所
を
「
篤
二
人
所
―

せ
ん
。

歩
が
見
ね
た
も
の
で
す
。 、

、

、

、

、

、

、

、

比
べ
て
誤
を
正
し
、
錯
諜
幾
つ
マ
J

か
、
倒
骰
幾
つ
ご
か
記
し
て
返
さ
れ
ま
す

3

此
の
練
習
↓
ぜ
重
ね
て
復
文
を
一
冊
作
り

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

'

終
る
マ
J

、
次
は
記
事
文
を
課
せ
ら
れ
ま
す
。
記
事
文
は
常
山
記
談
ご
か
乗
燭
談
こ
か
、
全
く
國
文
慨
に
準
自
い
た
も
の
を



欺
」
ご
し
て
あ
り
ま
す
0

是
は
前
の
讀
方
に
従
ふ
時
は
被
蜘
ざ
J

な
り
ま
す
が
、
登
聾
の
上
で
之
を
聞
く
時
は
見
虹
が
に

し
て
も
別
段
異
る
所
が
な
い
の
で
、
漢
作
文
練
習
の
上
に
効
果
が
欅
ら
な
い
岱
‘
殊
更
「
所
」
の
字
を
用
ゐ
た
理
由
を
記

ル

J

●

t

ク

憶
せ
し
め
る
目
的
で
露

1

一
人
所
一
欺
ご
讀
ま
せ
た
の
で
あ
b
ま
す
。

し
が
う
＇
，
て

「
而
」
こ
い
ふ
字
も
、
普
通
は
「
従
而
學
焉
」
マ
」
い
ふ
風
に
「
て
」
こ
よ
ま
せ
ま
す
が
、
懐
徳
堂
で
は
「
而
」
ご
丁
寧

に
よ
ま
せ
て
、
作
文
の
際
「
而
」
の
一
字
を
脱
せ
れ
様
に
豫
防
法
を
設
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
寒
泉
に
至
っ
て
は
延
に
甚
だ
し
く
な
り
、
漢
字
の
形
容
詞
に
属
す
る
助
動
洞
ま
で
を
省
い
て
「
窃
窮
淑
女
君
子

．．
 

好
述
。
」
な
ざ
ご
い
ふ
所
の
ク
JV

を
も
無
盆

t
し
て
除
く
や
う
に
な
っ
た
相
で
す
。

水
哉
館
の
讀
法
も
況
懐
徳
堂
の
こ
同
様
で
、

n〈
少
し
緩
や
か
な
文
で
あ
b
ま
す
c
要
す
る
に
、
餘
b
漢
作
文
の
利
盆
こ

い
ふ
事
の
み
に
重
き
を
置
い
て
、
國
文
法
を
無
視
し
た
咎
は
免
れ
ら
れ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

入

、

講

筵

及

ぴ

輪

講

懐
億
堂
で
は
、
創
立
の
際
一
般
公
衆
の
露
に

H
講
を
開
か
れ
た
逍
風
が
永
く
偵
は
b
‘
其
後
全
く
學
校
組
織
に
な
っ
て

か
ら
で
も
、
月
に
敷
回
は
別
に
講
筵
を
開
い
て
、
公
衆
の
盆
セ
謀
る
事
を
戦
績
し
末
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
講
會
日

一
六
或
は
一
一
元
の
夜
で
あ
っ
た
ご
か
、
末
聰
者
は
寮
の
寄
宿
生
も
あ
b
、
通
學
生
も
あ
b
、
祉
中
同
志
こ
い
ふ
や

う
な
生
徒
以
外
の
人
々
も
あ
り
、
多
種
多
様
で
あ
b
ま
し
た
3

さ
て
其
晩
は
、
女
閾
ご
東
房
の
間
、
東
房
マ
J

講
堂
の
間
に
あ
る
襖
を
皆
取
り
外
し
て
、
一
云
一
室
通
じ
て
大
廣
問
こ
総
し
‘

i‘ 
ー

入

0



あ
ま
だ
の
聴
聞
者
は
左
右
雨
列
に
居
流
れ
、

峠
賣
暉
匹
翌
峰
記
認
醤
認
謬
バ
）
が
燎
々
ご
光
を
放
つ
て
居
ま
し
た
0

こ
ん
な
時
代
に
、
此
様
な
珍
ら
し
い
新
式

の
ラ
ン
プ
セ
十
五
六
も
揃
へ
て
、

北
（
前
に
は
十
五
六
の
燈
蛋
、

此
の
藉
式
の
講
堂
へ
轍
入
し
た
の
は
、

八

（
此
の
ラ
ン
プ
ほ
石
油
の
代
り

即
ち
後
の
豪
ラ
ン
プ
に
種
泄
を
用
ゐ
左
含
日
本

全
く
父
桐
園
の
計
ら
ひ
て
、
貴
重
な
此
の
品

に
は
誰
も
手
を
獨
れ
る
事
を
許
さ
す
、
掃
除
か
ら
取
扱
ま
で
皆
一
人
で
引
受
け
て
居
ま
し
た
。
西
洋
ぎ
ら
ひ
の
寒
泉
も

流
石
に
此
の
便
利
で
珍
ら
し
い
ラ
ン
プ
を
用
ゐ
る
事
だ
け
に
は
異
議
が
な
か
っ
た
マ
J

見
ね
、
北
（
前
に
坐
し
て
、
い
つ
も

、
、
、

講
座
セ
一
人
で
撥
任
す
る
の
で
し
だ
0

時
刻
が
末
る
マ
J
‘

寒
泉
は
例
の
逢
散
姿
で
講
堂
に
現
は
れ
、
床
の
間
の
前
に
備

へ
ら
れ
た
大
見
蛋
の
前
に
端
坐
す
る
こ
、
聴
問
村
は
銘
々
携
へ
て
末
た
書
物
を
前
に
廣
げ
、
謹
ん
で
身
構
へ
を
す
る
、

や
が
て
寒
泉
は
眼
鏡
の
愚
を
推
し
拭
う
て
、
悠
然
鼻
の
上
に
か
け
、
少
し
上
目
を
使
っ
て
聴
衆
を
一
わ
た
b
見
渡
し
。

そ
れ
か
ら
雨
手
を
正
し
く
膝
の
上
に
骰
き
、
渦
座
に
ひ
ゞ
き
渡
つ
て
一
丁
以
内
に
も
逹
す
る
ご
い
ふ
破
鐘
の
様
な
磐
を

、
、
、

出
し
て
少
し
づ
ヽ
切
の
よ
い
隧
ま
で
讀
み
て
は
講
じ
、
讀
み
て
は
講
し
ま
し
た
。
純
書
な
ら
、
先
づ
最
初
に
、
孔
子
の

仰
せ
ら
る
>
に
は
、
ご
徐
々
に
設
き
出
し
て
、
聾
は
一
句
／
＼
も
盆
々
大
き
く
な
り
、
切
れ
る
慮
に
は
一
層
力
を
入
れ
、

必
す
講
義
の
終
に
は
今
一
度
末
の
句
を
小
磐
で
讀
み
直
し
て
止
め
る
、
ご
い
ふ
風
で
す
。

用
書
は
経
書
こ
歴
史
を
更
る
！
＼
用
ゐ
ま
し
た
が
、

い
づ
れ
の
講
秤
に
も
特
長
が
有
つ
て
、
罷
害
の
方
は
ひ
し

l
¥ビ

胸
に
人
逍
の
奥
義
を
刻
み
つ
け
ら
れ
、
歴
史
は
亦
一
入
興
味
深
く
、
殊
に
逸
史
の
講
義
が
大
得
意
で
あ

b
ま
し
た
か
ら
、

丸
で
軍
談
師
の
談
を
き
く
様
に
、
否
宵
地
戦
場
に
で
も
あ
る
心
地
が
し
て
、
聴
衆
は
手
に

l
¥`
汗
を
握
つ
て
聞
き
つ
め



て
居
た
相
で
す
0

そ
れ
故
講
筵
の
定
日
に
は
、
皆
豫
め
其
生
氣
に
滴
ち
た
講
葬
ぷ

b
を
想
見
し
て
、
早
く
か
ら
推
し
か

け
て
末
て
、
堂
々
た
る
講
席
ご
、
燈
蚤
の
ま
ぱ
ゆ
き
中
に
、
己
れ
を
忘
れ
て
聴
き
耽
つ
て
居
る
様
子
は
さ
す
が
に
百
幾

十
年
を
経
過
し
た
學
校
の
重
味
が
現
は
れ
て
、
ま
だ
十
年
も
立
た
ぬ
う
ち
に
廃
滅
に
蹄
す
も
の
マ
J

は
、
到
底
夢
想
す
る

事
も
出
末
な
か
っ
た
で
あ
り
ま
せ
う
。

.

.
 

、、

輪
講
は
四
九
の

H
が
定
日
で
、
午
後
に
講
堂
の
床
の
間
の
前
で
行
は
れ
ま
し
た
0

催
主
は
や
は
り
寒
泉
で
、
西
央
の
詢

、
、
、
、

で
、
鞘
の
間
に
向
つ
て
坐
し
、
輪
講
者
の
見
蔓
は
そ
れ
か
ら
一
間
は
ぐ
正
離
れ
て
寒
泉
の
方
へ
向
け
ら
れ
、
聰
聞
の
生
徒

は
其
右
の
横
手
に
床
の
間
の
方
に
向
い
て
一
―
―
列
に
坐
し
て
居
り
ま
す
。
そ
の
列
の
中
が
ら
、
輪
講
者
は
一
人
づ
A

背

物
を
携
へ
て
、
中
央
に
備
へ
て
あ
る
見
蚤
の
前
に
坐
し
、
順
次
に
讀
み
且
講
義
を
す
る
ご
、
寒
泉
は
聴
き
終
つ
て
か
ら

九

｀

詩

會

及

び

文

會

、

、

、

、

、

詩
會
は
侮
月
廿
五
日
に
鞘
の
間
或
は
中
雷
で
開
か
れ
、
多
く
は
夜
分
で
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
午
後
か
ら
の
事
も
あ
り

ま
し
た
0

司
會
者
は
桐
園
、
時
マ
J

し
て
寒
泉
、
桐
園
雨
人
の
事
も
あ
b
ま
し
た
。
末
會
者
は
社
友
ご
呼
ば
れ
た
門
人
以

外
の
同
志
の
人
々
が
重
で
し
た
0

併
し
學
寮
に
居
た
年
長
の
生
徒
は
、
其
席
に
加
は
る
事
を
許
さ
れ
て
、
共
に
枯
腸
を

絞
つ
て
―
二
首
を
得
、
席
上
其
償
こ
し
て
酒
肴
の
も
て
な
し
に
典
b
ま
し
た
が
、
ま
だ
弱
輩
で
詩
席
に
列
b
兼
ね
る
者

は
、
題
だ
け
を
典
へ
ら
れ
て
、
自
分
の
部
屋
に
居
な
が
ら
、
身
分
相
應
の
馳
走
に
預
り
つ
A
、
詩
集
こ
韻
書
に
か
ぢ

b

其
可
否
を
批
評
す
る
の
だ
こ
い
ふ
事
で
す
。

入



し
た
。

八

つ
い
て
、
漸
<
―
二
甘
位
得
ら
れ
た
の
を
詩
席
に
携
へ
行
く
時
は
、
何
マ
J

も
云
へ
ぬ
得
意
ご
喜
を
戚
じ
た
も
の
だ
相
で

文
會
は
餌
月
五
8
の
午
後
で
、
酒
ぎ
ら
ひ
の
寒
泉
が
司
會
者
で
す
か
ら
、
此
H
の
饗
應
は
茶
菓
の
み
で
す
。
末
會
者
は

や
は
り
詩
會
の
人
々
マ
J

同
じ
で
、
只
頭
数
は
大
分
少
な
か
っ
た
の
で
、
詩
會
ほ
ざ
盛
に
は
見
わ
な
か
っ
た
マ
J

い
ふ
事
で

、

、

、

、

す
°
寒
泉
の
客
間
の
西
央
で
行
は
れ
、
計
友
ご
呼
ば
れ
た
人
に
は
西
央
に
、
門
生
は
中
露
に
居
並
ん
で
居
ま
し
た
。
文

題
は
記
事
文
が
多
く
、
記
、
序
、
設
な
ぐ
J

が
出
る
事
は
少
な
か
っ
た
相
で
す
3

+
、
學

の

事

寮

竹
山
の
頃
は
五
含
の
一
棟
に
寄
宿
生
を
牧
容
し
ま
し
た
か
ら
、
少
く
こ
も
二
三
十
人
位
置
く
事
が
出
末
ま
し
た
が
、
安

政
以
後
は
校
含
内
に
寮
生
を
置
き
ま
し
た
か
ら
十
人
以
上
は
辿
も
牧
容
す
る
事
が
む
つ
か
し
い
有
様
で
し
た
0

寮
の
生

徒
は
長
幼
定
り
な
く
、
別
に
寮
長
ご
い
ふ
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ざ
も
、
助
放
の
並
河
螢
街
が
自
然
監
督
の
有
様
で

盤
街
は
い
つ
も
東
寮
の
縁
に
面
し
た
慮
に
文
机
を
出
し
、
崩
黄
の
木
綿
利
織
を
着
て
、
端
然
さ
容
儀
を
正
し
て
書
見
を

し
て
居
た
様
子
を
見
る
マ
J

、
色
白
く
而
長
の
凜
こ
し
た
武
士
風
の
美
男
子
で
、
宛
然
物
語
に
見
ゆ
る
人
物
、
或
は
董
中

の
人
で
あ
っ
た
こ
い
ひ
ま
す
の
に
、
其
餘
裕
の
な
い
勉
強
は
、
遂
に
不
起
の
病
を
醸
し
て
、
天
票
の
オ
能
を
完
成
せ
す

に
終
ら
し
め
た
の
は
、
獨
b
其
父
寒
泉
の
み
の
恨
で
は
な
く
、
亦
懐
穏
堂
の
為
に
も
少
か
ら
ざ
る
損
失
で
あ
り
ま
す
。

す
。



累
寮
で
は
時
間
で

H
課
セ
定
め
す
、
思
ひ

l
＼
に
讀
害
作
文
な
ざ
を
自
修
す
る
や
う
に
な
っ
て
居
ま
し
た
°
線
憫
に
懐

鉗
堂
の
書
生
は
口
叩
行
正
し
く
、
前
粛
で
、
勉
強
家
が
多
か
っ
た
相
で
す
。
其
頃
泄
間
の
書
生
は
、
無
間
に
議
論
を
闘
は

せ
た

b
、
大
手
を
振
て
大
道
を
吟
登
し
て
歩
く
も
の
が
多
か
っ
た
マ
J

い
ふ
巾
で
す
が
、
懐
徳
堂
で
は
之
を
禁
制
し
て
あ

b
ま
し
た
か
ら
、
外
出
の
際
で
も
、
人
が
一
見
し
て
悦
徳
堂
風
マ
J

稲
へ
た
程

H
に
つ
い
た
相
で
す
3

殊
に
品
性
セ
高
肉

に
導
く
事
を
主
要
の
義
務
マ
J

し
ま
し
た
か
ら
、
竹
山
の
掲
示
に
も
、
「
侶
街
を
履
む
巾
勿
れ
、
劇
場
に
登
る
事
勿
れ
。
」

こ
い
ふ
戒
も
あ
る
位
で
、
平
生
は
無
論
、
家
族
の
者
で
も
之
セ
犯
す
者
は
一
人
も
な
い
所
に
、
或
夜
敷
名
の
寮
生
が
外

出
し
て
、
門
限
す
ぎ
て
か
ら
迦
＜
酪
腟
し
て
節
つ
て
末
た
岱
、
一
闘
に
悪
均
所
へ
往
っ
た
者
マ
J

寒
泉
に
談
解
せ
ら
れ
て
、

非
常
な
謎
責
セ
受
け
た
相
で
す
。
其
時
の
磐
は
校
含
も
脹
り
さ
け
る
程
恐
ろ
し
か
っ
た
ご
い
ふ
事
で
、
こ
ん
な
事
件
は

後
に
も
先
に
も
口
2
回
き
b
て
、
風
紀
は
忽
ち
振
粛
さ
れ
た
相
で
す
。

十
一
、
授
業
料
及
會
費
の
事

継
て
の
界
生
の
授
業
料
は
、
新
年
こ
中
元
の
二
期
及
び
三
五
九
の
節
句
前
に
納
め
、
寮
生
の
食
費
は
悔
月
其
時
の
相
場

で一

H
白
米
一
升
の
割
合
、
授
業
料
は
制
規
を
設
け
す
、
二
朱
、
百
疋
、
二
百
疋
、
稀
に
は
白
銀
一
両
y
J

い
ふ
の
も
あ

り
、
生
徒
が
随
意
に
携
へ
末
て
、
寒
泉
に
學
ぶ
者
は
寒
泉
に
、
桐
園
或
は
助
故
に
學
ぷ
も
の
は
桐
園
に
差
出
し
た
の
を

其
儘
牧
め
た
丈
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
寒
泉
の
方
は
其
授
業
料
を
悉
く
自
家
の
私
用
に
あ
て
れ
ば
す
む
わ
け
て
大
に
餘
裕

が
あ
b
ま
し
た
け
れ
ざ
も
、
桐
園
の
方
は
其
牧
入
の
中
か
ら
大
き
な
思
ナ
校
を
支
へ
、
一
切
の
費
用
を
持
ち
き
っ
た
外
に
、

入
四



入
五

一
、
學
談
雅
談
之
外
無
盆
之
雑
談
相
慎
場
所
柄
不
相
應
之
俗
談
堅
く
可
総
停
止
事

定

日

の

事

自
分
の
家
族
ご
助
放
セ
養
ひ
、
延
に
並
河
全
家
族
を
も
負
捌
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
マ
J

い
ふ
窮
状
に
置
か
れ
た
の
で
、
た
ご
ひ

詞
志
の
寄
附
金
は
多
少
有
っ
た
に
も
せ
よ
、
其
苦
壊
を
察
す
る
に
餘
あ
る
事
で
す
Q

寒
泉
有
つ
て
近
代
の
悛
徳
堂
は
其

債
値
ご
甫
み
を
落
さ
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
位
の
待
遇
を
望
ん
だ
の
は
至
常
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
吾
人
を
し

て
、
更
に
其
上
セ
望
ま
し
め
ば
、
何
事
に
も
自
家
本
位
で
あ
っ
た
素
性
を
離
れ
て
、
祖
父
竹
山
の
如
く
無
邪
氣
に
し
て

秘
落
、
履
軒
の
如
く
高
邁
L
し
て
森
欲
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
更
に
其
掘
を
慕
は
れ
て
、
人
物
の
大
を
致
し
た
で
あ

b
ま

H
に
否
な
ら
し
め
た
所
以
で
は
な
か
ら
う
か
こ
、
心
楷
に
惜
ま
る
A

次
第
で
あ
り
ま
す
J

十
二
、
休

業

定
ま
つ
て
居
た
休
業

H
は
、
冬
期
は
師
走
廿
8
よ
り
正
月
十
五

H
ま
で
、
夏
期
は
六
月
廿

H
よ
り
七
月
廿

H
ま
で
、
外

に
悔
月
五
‘
＋
の
＂
、
五
節
句
、
七
夕
、
中
元
、
入
朔
及
び
氏
神
の
祭
麗
等
で
、
五
、
十
の
休

ll
に
は
朝
食
後
に
桐
園
が

必
講
堂
の
定
っ
た
席
に
坐
し
て
、
寮
生
を
呼
び
集
め
て
「
定
」
こ
い
ふ
も
の
セ
讀
み
き
か
せ
る
の
が
き
ま
り
で
あ
り
ま

し
た
°
是
は
竹
山
が
學
生
を
戒
め
る
総
に
記
さ
れ
た
数
訓
で
、
左
の
通
り
の
者
で
す
。

一
、
書
生
之
面
々
互
に
申
合
せ
行
儀
正
敷
相
守
b
骰
初
に
も
箕
鋸
価
臥
等
致
間
布
事

せ
う
に
、
事
此
に
出
で
す
し
て
、
學
校
維
持
法
の
如
き
も
、

一
切
之
を
桐
園
に
委
ね
て
顧
み
な
か
っ
た
の
は
、
校
蓮
セ



すし

安
永
七
年
戌
の
六
月

以

上

一
面
に
は
敢
授
及
び
學
校
預
り
人
の
私
交
上
親
し
い
閥
係
の
あ
る
人

迄
の
内
右
様
の
雑
藝
に
懸
り
候
儀
可
為
無
用
候
事

一
、
本
業
出
精
之
暇
に
は
手
跡
算
術
詩
作
繹
文
等
銘
々
之
分
相
應
に
心
懸
候
て
間
晰
有
之
間
布
事

一
、
休
日
の
外
閑
暇
之
節
に
和
漢
之
軍
書
並
に
近
代
之
記
録
物
等
心
懸
讀
可
申
事

一
、
碁
象
棋
謡
等
は
冊
之
交
り
並
に
學
業
退
屈
之
氣
を
轄
じ
候
為
に
兼
て
差
免
じ
有
之
候
へ
ぐ
J

も
休
H
之
外
は
査

一
、
銘
々
行
届
不
申
候
事
は
同
輩
之
内
よ
り
互
に
心
を
添
切
磋
可
有
之
事

一
、
人
之
切
磋
を
受
却
而
立
腹
杯
致
候
は
ぃ
傍
人
よ
り
早
々
其
段
可
申
出
事

休

n閑
暇
の
折
に
和
漢
の
軍
書
を
縞
け
ご
い
ふ
事
は
竹
山
の
逍
戒
で
、
寒
泉
も
桐
園
も
之
を
奨
圃
し
ま
し
た
か
ら
、
平

常
窮
屈
な
続
粛
の
研
究
な
ざ
で
疲
れ
て
居
る
人
々
は
、
休
H
を
幸
ひ
こ
し
て
、
貸
本
屋
か
ら
保
元
平
治
物
語
、
太
平
記
．

太
閣
記
、
漠
楚
軍
談
、
三
國
史
の
や
う
な
軍
記
も
の
を
借
覧
す
る
の
を
無
上
の
築
こ
し
て
、
中
々
盛
に
流
行
し
た
相
で

十
三
、
懐
徳
堂
祉
友
並
に
門
生

社
友
こ
は
一
面
に
は
今
い
ふ
學
校
顧
問
の
如
く
、

一
、
口
病
持
病
等
之
子
細
も
無
之
分
宜
査
寝
宵
寝
堅
可
為
無
用
事

入
六



稲

垣

菊

堂

顕
要
の
地
位
に
居
て
、
明
治
廿
七
入
年
頃
物
故
せ
ら
れ
ま
し
た
。

人
々
ミ
J
‘

僅
に
現
存
し
て
居
る
人
の
小
偵
を
學
げ
る
事
に
致
し
ま
す
。

隆

八
七

々
の
事
で
す
0

安
政
以
後
の
祉
友
の
人
名
録
か
ら
、
殊
更
力
を
學
校
に
盤
さ
れ
た
人
々
を
抜
粋
す
る
ご
左
の
十
名
位
で

平
瀬
市
郎
兵
術
、
同
編
之
助
、
山
形
半
右
術
門
、
井
上
市
兵
衛
、
加
藤
喜
太
郎
、
森
三
壽
、
堀
用
竜
、
玉
手
棠
洲
、

同
菊
洲
、
井
坂
禍
太
郎
、

門
生
の
名
も
澤
山
あ
る
内
、
岡
本
隆
吉
、
同
要
治
、
市
村
住
之
助
、
荒
井
公
木
、
稲
垣
菊
堂
、
山
村
卯
之
助
、
藤
戸
窪

齋
、
森
敏
蔵
、
本
尾
敬
三
郎
、
演
綺
康
、
河
原
次
官
、
年
梅
寛
之
助
、
河
村
可
守
、
加
藤
文
太
郎
、
消
水
甲
太
郎
、
石

山
要
機
、
宮
崎
寛
蔵
、
鱗
星
助
太
郎
、
高
木
禰
一
、
萱
野
延
太
郎
、
弟
一
二
次
郎
、
近
藤
米
次
郎
、
大
町
弾
正
、
愛
甲
光

治
、
並
河
纏
次
郎
、
早
野
常
次
郎
、
同
元
吉
、
澁
谷
邦
之
助
、
馬
塙
庄
太
郎
、
及
び
其
ー
ニ
弟
、
馬
場
平
三
郎
、
松
本
文

二
郎
、
神
山
鈴
吉
、
弟
九
入
氏
等
一

1

一
十
餘
人
を
記
憶
し
て
居
る
相
で
す
。
今
其
中
か
ら
、
懐
徳
堂
に
緑
故
の
深
か
っ
た

本

此
の
人
は
元
は
銅
座
の
役
人
で
、
奉
職
し
な
が
ら
通
學
生
9
J

し
て
久
し
く
寒
泉
に
従
學
し
、
中
々
學
オ
も
あ
り
情
誼
も

岡

吉

厚
い
人
で
、
學
校
磨
滅
後
も
並
河
の
門
に
は
始
終
出
入
し
て
よ
く
世
話
を
せ
ら
れ
た
相
で
す
維
新
後
造
幣
局
に
勤
め
、

す。



ひ
ま
す
。
ぁ
~
此
人
も
今
は
已
に
故
人
こ
な
っ
て
し
ま
は
れ
ま
し
た
。

藤

戸

寛

果
し
て
如
何
ば
か
り
で
あ

b
ま
せ
う
。

傘
犀

此
の
人
は
河
内
久
賓
寺
村
の
臀
師
見
隆
氏
の
長
男
で
、
母
照
子
は
竹
山
の
子
蕉
園
の
娘
に
常
b
ま
す
。
そ
れ
故
自
然
外

胤
父
の
天
才
を
受
け
て
、
利
登
な
學
力
に
富
ん
だ
人
で
、
少
年
の
時
か
ら
懐
穏
堂
に
入
學
し
、
後
助
数
を
勤
め
、
退
學

後
は
専
ら
臀
學
を
修
め
て
家
業
セ
戦
ぎ
ま
し
だ
か
ら
、
儒
醤
い
．
つ
れ
に
も
通
じ
、
北
（
上
吏
務
に
も
長
じ
て
、
維
新
後
は
堺

縣
の
學
務
課
に
奉
職
し
、
或
は
郡
長
に
も
な
り
、
晩
に
再
び
家
業
を
起
し
て
其
歿
年
に
至
っ
た
人
で
あ

b
ま
す
。
平
常

深
く
學
校
の
磨
滅
セ
嘆
き
、
終
世
懐
樹
堂
諸
先
哲
を
追
慕
す
る
心
を
絶
た
な
か
っ
た
事
は
、
生
前
家
兄
に
寄
せ
た
敷
十

通
の
書
簡
の
中
に
流
露
し
て
居
り
ま
す
。
ぁ
~
此
人
を
し
て
今
日
懐
穏
堂
復
興
の
H

に
あ
は
し
め
た
な
ら
ば
、
其
戚
漑

此
人
は
後
木
積
一
路
ご
改
名
し
、
河
内
の
石
切
箭
魏
紳
祉
の
神
官
ご
な
っ
た
人
で
す
。
早
く
か
ら
懐
穏
堂
に
入
學
し
て

天
オ
の
有
っ
た
上
に
勤
勉
家
で
、
上
逹
も
非
常
に
早
く
、
嘗
時
の
學
生
中
鍔
々
た
る
者
で
あ

b
ま
し
た
。
そ
れ
故
久
し

く
助
数
こ
し
て
學
寮
に
起
臥
し
、
隕
校
常
時
ま
で
寒
泉
桐
園
マ
J

共
に
輩
さ
れ
た
功
勢
者
で
あ
り
ま
す
0

人
生
は
一
二
十
年

一
た
び
麿
滅
に
蹄
し
た
學
校
は
、
志
篤
い
大
阪
人
士
の
力
に
よ
っ
て
、

に
し
て
大
襲
す
る
こ
い
ふ
語
も
あ
る
通
り
に
、

四
十
餘
年
の
後
に
復
興
せ
ら
れ
、
檜
の
香
匂
ぱ
し
い
新
築
校
合
の
講
堂
の
埴
上
に
於
て
、
奥
深
く
齋
き
祀
ら
れ
た
る
悛

徳
堂
の
先
師
諸
賢
の
神
主
の
前
に
幾
度
か
祭
典
掛
こ
し
て
奉
仕
せ
ら
れ
た
の
は
、

い
ひ
知
ら
ぬ
喜
ぴ
で
あ
っ
だ
事
ご
思

入
入



入
九

敏
蔵
は
懐
徳
堂
に
通
學
の
頃
の
幼
名
で
、
後
訥
ご
改
名
さ
れ
ま
し
た
。
父
三
壽
氏
の
時
代
か
ら
懐
徳
堂
の
社
友
で
、
訥
氏

は
延
に
忠
宜
な
門
人
マ
J

し
て
第
一
に
指
を
屈
す
べ
き
人
で
あ
b
ま
し
だ
。
臀
が
家
業
で
し
た
が
訥
氏
は
之
を
嫌
つ
て
、

幼
年
の
頃
か
ら
懐
徳
堂
に
學
ぴ
、
麿
校
常
時
ま
で
根
氣
よ
く
通
っ
た
人
で
あ
り
ま
す
Q

頭
脳
明
晰
、
且
驚
く
は
ご
博
覧

強
記
で
一
度
見
聞
し
た
事
は
何
十
年
を
経
て
も
決
し
て
忘
却
す
る
事
は
な
か
っ
た
ご
い
ひ
ま
す
。
其
上
懐
徳
堂
諸
先
哲

を
憬
敬
す
る
心
が
深
く
、
平
常
學
校
の
生
命
を
其
腹
中
に
償
き
、
日
を
開
け
ば
必
す
學
校
の
事
に
言
及
せ
ざ
る
は
な
か

っ
た
位
、
そ
れ
故
隕
校
後
家
兄
に
寄
せ
ら
れ
た
幾
束
も
あ
る
壽
信
は
皆
此
の
意
味
で
滴
だ
さ
れ
、
深
く
學
校
の
末
路
を

悲
し
み
、
之
を
再
興
す
る
時
な
く
し
て

H
に
／
＼
世
人
に
忘
れ
ら
れ
ん
ご
す
る
事
を
嘆
じ
て
居
だ
忠
減
の
人
で
あ
り
ま

し
た
が
、
程
な
く
故
人
の
敷
に
入
っ
て
共
に
今
H
の
蒻
を
語
る
事
の
出
末
な
い
の
は
痛
ま
し
い
事
で
す
。
通
語
注
解
及

ぴ
漢
和
中
僻
林
は
其
逍
著
マ
J

し
て
存
し
て
居
り
ま
す
0

次
に
現
存
し
て
居
る
敷
人
を
學
げ
れ
ば
、

大
町
安
敬
、
氏
は
大
阪
天
渦
宮
の
社
家
で
、
學
校
へ
通
學
さ
れ
た
頃
は
弾
正
マ
J

い
う
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
少
年
の
頃
は

色
の
白
い
美
少
年
で
あ
っ
た
こ
か
、
今
は
入
十
オ
位
に
な
ら
れ
た
事
で
せ
う
0

其
常
時
稚
子
の
虫
わ
ら
び
か
何
か
の
翰

を
書
い
て
貰
つ
て
喜
ん
だ
事
が
あ
る
こ
兄
は
巾
し
ま
し
た
。
久
し
（
目
を
病
ん
で
居
ら
れ
ま
す
け
れ
ぐ

:0、
記
念
會
に

は
必
す
出
席
せ
ら
れ
ま
す
。

．．．．． 
澁
谷
邦
之
助
、
氏
は
慶
態
三
年
十
二
月
一
二
日
に
其
弟
俵
二
郎
ご
呼
ぶ
少
年
さ
共
に
入
學
、
同

H
親
戚
の
和
田
千
代
太
郎

森

敏

蔵



◎

長

閑

な

る

新

年

十

四

、

春

の

懐

徳

堂

と
弟
源
二
郎
二
組
の
兄
弟
が
入
學
し
た
の
で
双
方
vj
ハ
父
親
が
大
に
之
セ
喜
ん
だ
さ
い
ふ
事
で
す
0

澁
谷
氏
は
久
し
く
淀
＇

屋
橋
筋
で
眼
鏡
店
を
開
い
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
閑
散
の
身
マ
J

な
っ
て
餘
生
を
築
し
ん
で
セ
ら
れ
ま
す
。

松
本
文
二
郎
、
氏
は
慶
應
四
年
入
月
九
H
に
兄
上
端
氏
に
伴
は
れ
て
入
學
さ
れ
た
の
で
す
が
、
あ
ん
ま
り
小
さ
く
て
、

勉
強
を
し
た
と
い
ふ
よ
り
は
學
校
の
門
前
の
用
水
池
の
虞
で
遊
ん
だ
記
憶
よ
り
外
残
っ
て
居
な
い
と
、
話
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
奇
縁
の
つ
な
が

b
に
や
、
後
H
術
懐
徳
堂
の
遺
跡
に
魏
築
せ
ら
れ
だ

H
＊
生
命
保
険
會
社
に
動
務
の
身
ご

な
っ
て
、
若
い
僚
輩
の
前
に
威
儀
を
作
っ
て
居
ら
れ
て
も
、
霙
は
常
に
昔
の
用
水
池
の
あ
た
り
に
馳
せ
て
居
た
事
マ
」
思

は
れ
ま
す
。

．．．． 
牌
山
鈴
吉
、
氏
は
神
山
靱
負
の
子
息
で
、
今
は
故
人
マ
J

な
ら
れ
た
幼
弟
九
入
（
粥
川
入
郎
氏
）
y
J

共
に
慶
應
四
年
九
月
十

一
日
の
入
學
で
す
。
東
脩
金
二
分
、
並
河
中
井
雨
家
に
も
在
學
生
に
も
大
饒
頭
を
贈
ら
れ
だ
さ
寒
泉
の

H
記
に
あ
り
ま

す
0

色
白
の
美
少
年
で
、
頭
髪
を
紫
の
打
紐
で
茶
党
に
結
つ
て
居
ら
れ
た
y
こ
い
ふ
の
で
定
め
し
衆
目
を
牽
い
た
事
マ
J

思

は
れ
ま
す
0

今
は
堺
の
方
逹
紳
社
の
神
官
で
、
職
掌
柄
、
懐
徳
堂
の
祭
典
に
は
毎
年
係
員
こ
し
て
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

只
一
夜
明
け
た
ば
か
り
に
春
め
き
渡
る
新
年
の
長
閑
さ
は
、
四
海
の
果
ま
で
襲
り
が
な
い
中
に
も
、
懐
徳
堂
の
新
年
は

九
〇



は
此
の
大
屏
風
の
に
述
ひ
な
い
さ
兄
は
證
明
し
て
居
り
ま
す
。

九

亦
一
入
の
ざ
や
か
で
、
優
雅
で
、
奥
床
し
い
面
影
が
見
ら
れ
ま
す
。
先
づ
例
の
講
堂
か
ら
女
闊
ま
で
の
取
あ
ひ
の
襖
を

皆
外
し
て
、
見
渡
す
は
ぐ
は
の
大
廣
問
に
見
せ
、
床
の
間
の
正
面
に
は
、
竹
山
の
「
詠
禍
壽
草
」
の
宵
幅
、
右
手
に
は
「
於

、
、
、
、
、

鋭
斯
年
受
天
之
釉
」
マ
J

い
ふ
履
軒
隷
書
の
一
行
物
、
右
に
は
蕉
園
賛
の
壽
老
人
に
鶴
の
闘
輻
を
掛
け
、
置
物
を
二
重
段

の
黙
塗
の
壼
の
上
に
模
造
の
富
士
香
煉
を
の
せ
、
下
の
段
に
は
梅
に
禍
壽
邦
の
盆
栽
を
置
く
ご
い
ふ
の
が
侮
年
定
つ
て

引
の
ば
し
て
立
て
廻
し
た
様
子
は
、
見
る
か
ら
荘
厳
の
氣
に
打
た
れ
た
相
で
あ
り
ま
す
。
此
の
大
屏
風
は
石
庵
蘭
洲
以

下
諸
先
哲
の
逍
墨
、
或
は
竹
山
履
軒
が
他
の
文
士
か
ら
送
ら
れ
た
書
照
詩
文
の
様
な
も
の
を
碩
果
が
撰
び
集
め
て
此
二

雙
に
作
ら
サ
た
の
で
、
中
に
も
履
軒
賛
の
東
披
像
は
見
て
も
見
あ
か
ぬ
所
か
ら
、
子
供
心
に
兄
は
そ
つ
ご
之
を
敷
寓
し

に
し
よ
う
マ
J

し
て
東
披
の
目
に
墨
を
着
け
た
相
で
す
か
ら
若
し
こ
ん
な
思
附
の
東
披
の
避
が
登
見
せ
ら
れ
た
ら
、
そ
れ

さ
て
空
闊
に
は
、
ま
だ
昭
い
内
か
ら
、
何
時
多
勢
の
賀
客
が
襲
末
し
て
も
差
支
の
な
い
様
に
、
青
銅
の
大
火
鉢
に
烈
火

を
盛
つ
て
、
炭
の
年
＂
は
コ
ン
／
＼
と
絶
．

P
す
賑
は
し
い
勢
を
つ
け
て
居
り
ま
す
0

其
前
に
塾
生
が
二
三
人
づ
ヽ
机
を
控

へ
、
名
剌
差
セ
償
い
て
年
賀
の
客
セ
受
け
て
居
る
様
子
は
、
ざ
こ
ビ
な
く
勇
氣
<
J

希
望
に
滴
ち
た
顔
色
で
あ
り
ま
し
た
。

請
堂
で
も
や
は
り
ニ
―
―
一
の
青
銅
の
火
鉢
に
火
を
絶
さ
す
、
其
側
に
は
畑
管
附
畑
背
よ
盆
ま
で
備
へ
て
、
學
主
寒
泉
は
鳶
服

そ
れ
か
ら
講
堂
の
北
隣
の
西
央
の
柱
の
傍
か
ら
空
闊
の
隅
ま
で
、

居
だ
装
飾
で
あ
り
ま
す
。

一
列
に
先
哲
逍
墨
張
ま
せ
の
大
屏
風
を
二
雙
す
つ
こ



姿
で
キ
チ
ン
マ
J

西
央
の
前
に
座
し
て
、

い
つ
も
賀
客
を
受
け
て
居
ま
し
た
。

兄
黄
裳
が
七
オ
の
春
を
迎
へ
た
元
8-
、
父
が
祝
に
こ
て
術
へ
て
奥
れ
た
根
引
松
模
様
の
振
袖
に
平
袴
を
穿
つ
て
、
楓
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
疇
ヽ

様
な
雨
手
を
つ
い
て
、
寒
泉
の
傍
で
年
頭
の
客
に
挨
拶
を
す
る
こ
、
寒
泉
は
誇
り
か
に
、
之
は
私
の
孫
で
御
ざ
い
ま
す
、

y
J

末
る
人
年
に
一
々
紹
介
せ
ら
れ
た
様
子
は
、
猶
昨
H
の
事
の
様
に
歴
然
ざ
記
憶
し
て
居
る
の
に
、
は
や
七
十
年
の
昔

さ
な
つ
て
、
人
も
慮
も
組
冬
り
果
て
た
今

H
‘
n^
一
條
の
悲
し
い
追
憶
を
た
ざ
る
の
み
で
あ
る
、

所
向
及
び
其
他
交
際
あ
る
家
に
一
々
廻
龍
の
総
に
出
か
け
る
定
で
あ
り
ま
し
た
。

マJ
聞
い
て
は
さ
も
あ
る

費
客
を
受
け
る
の
は
い
つ
も
寒
泉
の
役
で
、
桐
園
は
校
内
打
揃
う
て
朝
の
祝
を
す
ま
し
た
後
、
す
ぐ
衣
を
改
め
て
、
役

門
松
注
辿
飾
も
戸
毎
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
恢
徳
堂
で
は
門
前
附
側
に
盛
砂
と
す
る
斗
り
で
、
専
ら
武
家
風
の
故
式
に

◎

初

會

及

び

夜

宴

の

賑

は

ひ

、、

慎
徳
堂
で
は
、
新
年
の
授
業
初
の
事
ィ
笠
昔
か
ら
初
會
ご
い
ひ
な
ら
は
し
て
居
ま
し
た
0

安
政
以
後
は
例
年
十
六

H
が
初

會
で
、
此
H
は
通
學
生
も
寄
宿
生
も
歳
晩
か
ら
指
折
り
敷
へ
て
待
っ
て
居
る
喜
悦
の
一

H
で
あ
り
ま
し
た
。
通
學
生
は

早
朝
か
ら
盛
装
で
登
校
す
る
こ
、
寒
泉
桐
園
助
敢
等
は
い
つ
も
の
席
に
出
て
、
依
式
的
二
三
行
宛
数
へ
、
生
徒
の
携
ヘ

末
つ
た
書
初
の
良
否
を
い
ひ
渡
す
丈
で
、
其
あ
こ
は
各
欲
す
る
ま
A

の
娯
槃
を
達
す
事
を
許
さ
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

従
う
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ぺ
し
マ
J
‘

涙
ぐ
ま
れ
る
の
で
あ
b
ま
す
。

九



◎
竹

七

十

の

賀

の

忌

辰

九

大
抵
は
紙
恋
上
げ
の
競
噴
に
手
の
直
わ
る
の
も
知
ら
す
遊
ぴ
耽
つ
て
セ
る
マ
」
、
や
が
て
生
徒
一
般
に
午
餐
の
饗
應
が
あ

b
ま
す
0

此
日
扉
入
の
料
理
人
は
早
朝
か
ら
厨
届
に
這
入
っ
て
、
平
日
に
ぎ
は
し
く
調
理
に
取
か
ゞ
つ
て
居
る
マ
J
‘

で
は
茶
の
間
に
賠
棚
を
多
く
立
て
列
べ
て
、
碩
果
以
来
學
校
に
備
つ
て
居
た
立
派
な
膳
部
が
幾
組
ゞ
ー
な
く
其
上
に
用
意

せ
ら
れ
ま
す
°
其
日
の
馳
走
は
今
な
ら
ニ
―
―

-OOに
債
す
る
位
で
、
現
代
の
學
校
で
は
辿
も
見
ら
れ
な
い
程
厩
揚
な
や
り

方
で
あ

b
ま
し
た
。

生
徒
は
脱
跛
を
う
つ
程
美
味
に
他
き
て
、
再
び
遊
戯
に
耽

b‘

猶
あ
き
足
ら
ぬ
ご
い
ふ
風
情
で
、
黄
昏
時
に
な
っ
て
か

ら
そ
ろ

l
＼
解
散
す
る
ご
、
丁
度
入
れ
代
り
に
夜
宴
が
始
ま

b
ま
す
0

集
る
人
は
例
の
祉
中
の
人
々
を
初
め
、
平
生
親

し
く
往
来
し
て
居
る
限
り
の
人
で
、
間
も
な
く
講
堂
も
鞘
の
間
も
牛
牡
々
つ
ま
る
程
に
な
る
こ
、
其
間
に
酒
肴
が
庭
せ
き

ま
で
取
出
だ
さ
れ
、
陶
然
ご
酔
の
廻
っ
た
頃
に
は
、
此
か
し
こ
で
詩
叢
の
揮
嘔
が
始
ま

b‘

謡
曲
を
歌
ひ
出
す
な
ざ
、

盆
々
洒
宴
の
最
氣
を
蔀
へ
、
春
の
の
ざ
け
さ
は
此
の
廣
い
校
内
に
諮
ち
渡
る
ほ
ざ
で
、
其
打

Jゞ

け
た
睦
ま
し
さ
は
此
oJ

夜
宴
に
勝
る
も
の
が
な
か
っ
た
相
で
あ

b
ま
す
。

ーu
 

餌
年
二
月
五

H
の
竹
山
忌
辰
に
は
、
中
井
家
で
は
午
前
に
祭
典
を
行
ひ
、
寒
泉
は
午
後
西
央
に
竹
山
の
官
像
を
掛
け
、

茶
梨
を
供
へ
て
、
祉
友
や
寮
生
を
集
め
て
竹
山
の
逸
話
の
敷
々
を
話
す
の
が
例
で
あ
り
ま
し
た
。

◎

寒

泉

一
方



の
ま

已

有
つ

園

あ
る
春
の
事
＇
寒
泉
が
古
稀
に
逹
し
た
祝
に
こ
て
、
社
友
や
門

A
か
ら
様
々
意
匠
を
凝
し
た
贈
物
を
し
た
事
が
あ
り
ま

し
た
し
例
へ
ば
壽
老
人
の
杖
に
擬
し
た
怨
物
附
の
杖
、
其
巻
物
の
内
部
は
緋
縮
緬
で
、
表
張
は
錦
3

そ
れ
か
ら
陶
器
製

の
鶴
の
菓
子
入
に
鶴
の
玉
子
に
擬
し
た
菓
子
を
盛
っ
た
者
な

Jゞ

は
其
中
の
粋
を
極
め
た
も
の
で
あ
っ
た
ビ
か
°
桐
園
は

其
麓
に
ゆ
で
小
一
見
を
あ
し
ら
っ
た
様
な
心
地
よ
い
も
の
を
棒
げ
て
、

一
さ
し
の
仕
舞
を

盛
大
な
賀
宴
を
開
い
て
、
其
壽
の
長
久
を
祈
っ
た
折
し
も
、
一
方
に
謡
ひ
の
聾
が
起
る
マ
」
、
祉
友
の
玉
手
菊
洲
氏
が
昔

、、

の
ざ
や
か
に
跛
セ
打
つ
、
之
に
軸
ま
さ
れ
て
、
末
客
の
一
人
が
や
を
ら
立
ち
上
つ
て
東
房
に
出
て
、

ま
ひ
な
ざ
し
て
、
興
味
の
延
に
加
は
つ
た
頃
、
無
蘊
の
先
考
が
負
け
じ
ご
勇
み
立
つ
て
、
何
物
を
か
恭
し
く
捧
げ
て
現

れ
た
の
を
見
る
ご
、
黙
塗
の
大
盤
の
上
に
白
砂
糖
を
高
く
盛
つ
て
富
士
山
を
あ
ら
は
し
、
悔
の
異
砂
に
な
ぞ
ら
へ
て
、

ゐ
や
A

か
に
挨
拶
の
言
を
述
べ
た
後
、
其
分
前
を

一
皿
づ
＞
座
客
に
分
た
れ
た
の
は
、
例
に
な
く
旨
い
趣
向
で
あ
っ
た
ビ
、
人
々
に
賞
め
は
や
さ
れ
た
相
で
す
。

◎

雛

り

昔
は
五
節
句
こ
も
新
年
の
様
に
末
賀
廻
禍
を
し
た
も
の
で
、
上
已
の
前
後
三

H
問
は
休
業
で
、
講
党
に
は
其
H
に
つ

b

あ
ひ
の
よ
い
装
飾
を
施
し
て
寒
泉
が
賀
客
を
待
ち
受
け
て
居
る
こ
、
其
間
に
桐
園
は
例
の
如
く
廻
棘
に
出
か
け
る
°
奥

の
間
で
は
、
屏
風
引
き
廻
ら
し
て
、
女
兒
の
為
に
立
派
な
雛
埴
が
出
末
て
居
り
ま
す
0

此

H
ば
か
り
は
奥
の
賑
ひ
が
男

子
の
為
に
は
茨
し
く
成
せ
ら
れ
た
で
サ
う
。

◎
春

九
四



九
五

上
巳
の
節
句
に
は
、
必
す
講
党
の
庭
に
咲
き
初
め
た
梨
の
枝
を
手
折
つ
て
瓶
に
挿
ん
だ
も
の
で
す
。
其
頃
か
ら
、
學
校

、
、
、

の
已
有
園
は
次
第
／
＼
に
百
花
芳
を
競
ふ
賑
ひ
を
見
る
の
で
、
休
H
な
ざ
に
は
緑
先
近
く
出
で
、
思
の
ま
A

の
遊
セ
な

し
、
又
園
中
を
漫
歩
し
て
、
薄
紅
梅
の
落
花
を
糸
に
さ
し
て
其
丈
の
長
く
な
っ
た
の
を
誇
り
あ
ひ
な
ざ
し
た
の
は
幼
い

學
童
逹
の
栗
し
み
事
で
、
大
き
い
學
生
の
為
に
は
、
先
に
懐
徳
堂
の
園
庭
の
虞
で
陳
べ
た
様
に
、
梨
の
盛
ご
櫻
の
盛
に

は
、
「
痒
園
梨
花
し
或
は
「
痒
園
海
棠
」
こ
い
ふ
題
で
、
毎
年
二
度
づ

4
開
か
れ
る
詩
宴
に
過
ぎ
た
築
し
み
は
な
か
っ
た
こ

此
の
節
句
に
も
前
後
三
日
間
の
休
業
で
、
賀
客
の
往
末
し
た
事
は
前
こ
同
様
で
す
。
桐
園
は
此
日
そ
の
書
齋
の
床
の
閥

に
、
毎
年
兄
の
為
に
五
月
人
形
を
飾
つ
て
、
柏
餅
や
粽
の
供
物
セ
せ
ら
れ
ま
し
た
°
併
し
其
人
形
、
寅
は
武
者
人
形
で

ひ
e}

は
な
く
、
履
軒
が
百
世
の
子
孫
に
ご
て
遺
し
置
か
れ
た
千
切

l
＼
の
腹
怨
で
す
0

兜
は
鐵
の
烏
帽
子
形
で
、
之
も
甚
＜

破
れ
て
鈍
な
ざ
見
る
影
も
な
い
様
な
も
の
で
す
が
、
履
軒
は
此
様
な
腹
怨
一
具
を
ご
こ
か
ら
得
た
も
の
か
、
鎧
櫃
に
深

、
、
、
、
、
、

＜
臓
め
て
、
其
蓋
裏
に
書
き
逍
さ
れ
た
破
れ
腹
巻
の
記
ご
い
ふ
の
が
添
へ
て
あ
b
ま
す
0

其
意
味
は
、
萬
一
他
日
國
家

に
事
起
ら
ば
、
吾
が
子
孫
た
る
も
の
必
す
此
の
破
れ
腹
巻
を
着
て
初
陣
の
功
を
奏
し
、
且
敵
牌
を
斃
し
て
、
其
よ
き
鎧

◎

端

午

の

破

れ

腹

巻

十

五

、

夏

の

懐

徳

堂

い
ふ
事
で
す
。



◎

幕

蛙

の

行

列

を
奪
つ
て
己
れ
の
有
ご
せ
よ
0

若
し
之
セ
危
ま
む
も
の
は
吾
が
子
孫
ご
頼
む
に
も
足
ら
ね
ば
、
宜
し
く
之
を
賣
b
て
鋤

鍬
に
代
へ
、
文
事
を
榔
つ
て
農
に
就
く
べ
し
。
こ
い
ふ
の
で
、
履
軒
幽
人
中
井
朝
臣
、
百
世
の
子
孫
に
告
ぐ
。
マ
J

い
ふ

宛
害
で
あ
b
ま
す
。
國
家
ご
子
孫
を
思
ふ
忠
滅
の
異
心
は
此
の
厚
い
戒
の
中
に
初
彿
マ
J

し
て
見
ら
れ
ま
す
。

さ
て
端
午
の
飾
マ
J

し
て
は
、
竹
山
の
足
高
の
大
机
を
床
の
正
面
に
据
ゑ
、
其
上
に
兜
を
載
せ
、
下
に
腹
怨
を
握
き
、
床

板
に
其
草
摺
を
打
掛
け
て
児
を
被
っ
た
慨
に
見
せ
、
右
手
に
は
白
木
の
大
織
嚢
を
骰
い
て
一
二
旋
の
絹
織
が
其
上
に
魏
つ

て
居
り
ま
す
0

之
は
兄
の
初
節
句
に
寒
泉
が
手
づ
か
ら
書
き
典
へ
た
者
て
、
右
の
は
朱
筆
で
、
「
菊
水
分
派
揚
吾
文
放
之

芳
波
」
こ
い
ふ
句
を
、
左
の
に
は
、
「
蒲
酒
在
甕
自
熊
罷
之
廿
夢
」
マ
J

墨
痕
あ
ざ
や
か
に
題
せ
ら
れ
、
中
央
の
は
橘
の
紋

の
下
に
菊
水
を
あ
し
ら
っ
た
闘
で
、
之
は
橘
が
中
井
家
の
姓
で
且
男
子
の
定
紋
で
あ

b
、
菊
水
は
楠
氏
の
末
裔
で
あ
る

事
を
示
し
た
者
で
あ
b
ま
す
。

其
他
に
弓
矢
、
太
JJ
．
法
螺
貝
な
ざ
男
々
し
い
物
を
並
べ
て
、
床
の
間
の
天
井
か
ら
は
栗
玉
が
美
は
し
い
長
い
房
を
垂

れ
て
居
り
ま
す
。
之
は
兄
の
初
節
句
に
、
加
藤
竹
里
の
孫
景
賢
こ
い
ふ
人
か
ら
の
贈
物
で
あ
り
ま
す
。
竹
里
は
竹
山
及

び
蕉
園
の
和
歌
の
師
で
、
子
孫
に
至
っ
て
も
社
友
っ
こ
し
て
親
し
く
往
末
し
て
居
ま
し
た
3

棄
玉
の
箱
の
裏
に
は
、
い
し
ら

糸
の
み
だ
れ
ぬ
ふ
し
を
色
に
染
め
た
め
し
セ
か
け
て
契
る
玉
の
緒
」
こ
一
首
の
歌
の
記
さ
れ
て
る
の
を
見
る
マ
J
‘

棄
玉

は
あ
せ
て
も
、
玉
の
緒
の
契
り
は
今
も
遊
き
せ
れ
名
歿
を
見
る
事
が
出
末
ま
す
。

九
六



十

六

、

秋

の

懐

◎

梨

ひ

ろ 徳

堂

ひ

九
七

夏
期
休
暇
中
は
、
廣
い
講
党
に
も
鞘
の
間
に
も
全
く
人
氣
の
な
い
上
に
、
已
有
園
の
樹
木
が
茂
つ
て
寺
院
の
様
な
凍
し

さ
を
成
す
る
の
で
、
桐
園
は
い
つ
も
午
後
に
は
鞘
の
間
に
曲
祭
を
据
わ
て
、
園
中
を
眺
め
な
が
ら
午
睡
セ
し
た
様
で
す
。

行
水
後
の
夕
凍
に
は
、
寒
泉
が
碩
果
の
遺
物
で
あ
る
朱
塗
の
姻
草
盆
を
さ
げ
て
、
此
の
廣
緑
に
端
居
し
て
居
る
こ
、
邦

賀
の
群
臣
が
朝
廷
に
伺
候
で
も
す
る
様
に
、
門
前
の
用
水
池
に
棲
ん
で
居
る
敷
多
の
繕
蛙
が
、
門
脇
の
曲
肱
樹
の
下
か

ら
列
を
立
て
ヽ
恭
し
く
這
入
っ
て
末
て
は
此
か
し
こ
の
草
蔭
に
分
列
し
て
、
様
々
の
藝
常
を
演
じ
つ
~
此
を
天
下
こ
徘

徊
し
て
居
る
様
子
は
異
に
深
山
の
詫
す
ま
ひ
其
ま
ヽ
の
光
最
で
す
。

◎

懐

徳

堂

夏
の
懐
徳
堂
は
阻
害
が
中
々
の
仕
事
こ
な
っ
て
居
ま
し
た
。
餌
年
定
っ
た

H
が
末
る
ご
、
未
明
に
起
き
て
、
桐
園
の
指

揮
の
下
に
寮
生
が
文
庫
が
ら
敷
多
の
本
箱
を
孵
H
講
堂
に
蓮
び
、
講
党
、
鞘
の
間
、
東
房
の
三
室
を
通
じ
て
、
害
藉
セ

一
杯
廣
げ
た
様
子
セ
派
の
か
な
た
の
拠
の
間
か
ら
見
渡
す
マ
J

、
静
な
海
に
白
浪
の
ゆ
る
＜
立
つ
て
居
る
様
な
趣
が
有
つ

た
9
J

か
、
夕
方
に
は
是
等
を
本
箱
に
蔵
め
て
、
再
び
文
庫
に
運
び
、
書
藉
が
一
通
す
む
<
J

軸
物
で
、

T
度
十
H
餘

b
を

費
す
相
で
あ
り
ま
す
が
、
書
生
逹
は
炎
暑
の
苦
し
み
も
忘
れ
て
、
平
常
見
な
れ
な
い
書
物
や
幅
を
珍
ら
し
げ
に
眺
め
入

つ
て
、
拾
ひ
よ
み
な
ざ
す
る
事
を
築
し
み
の
一
っ
ご
し
て
居
り
ま
し
た
。

の

曝

書



い
ふ
ぺ
き
で
す
。

◎
茸

狩

な
っ
て
居
ま
し
た
。 ⑨

八

朔

及

び

重

陽

夏
の
末
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
廿
露
滴
る
已
有
園
の
梨
の
宜
の
燕
す
る
時
を
、
大
人
も
子
供
も
皆
築
し
ん
で
待
っ
て
居

b
ま
す
0

烏
が
一
っ
二
つ
唆
み
落
し
た
の
で
さ
へ
も
我
勝
に
噌
う
て
拾
ひ
に
走
る
程
で
す
か
ら
、
嵐
で
も
あ
っ
た
夜
中

に
、
其
す
さ
ま
じ
い
昔
ご
共
に
、
ば
た
／
＼
ご
地
に
落
る
の
を
待
ち
設
け
て
、
寮
生
等
は
ま
だ
賠
い
う
ち
か
ら
日
を
覺

し
て
、
手
桶
を
さ
げ
て
拾
ひ
に
行
き
ま
す
0

其
味
の
旨
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
ご
い
ふ
事
で
、
去
末
の
落
柿
含
も
此
の
様

で
あ
っ
た
か
ご
聯
想
さ
れ
ま
す
。

此
の

1

一
節
も
休
業
で
、
や
は
り
末
賀
廻
祖
を
盛
に
や
っ
た
相
で
す
0

重
陽
に
は
、
講
党
の
床
の
間
に
は
い
つ
も
解
侠
伐

哀
の
闘
に
履
軒
の
賛
あ
る
大
幅
セ
掛
け
て
、
洞
堂
の
庭
に
芭
蕉
の
花
が
盛
に
疾
い
て
居
る
の
を
、
父
が
瓶
に
挿
む
事
に

茸
狩
は
毎
年
必
す
箕
面
で
し
た
0

桐
園
が
寮
生
を
つ
れ
て
、
其
頃
萱
野
村
か
ら
末
て
居
た
一
そ
一
平
の
子
孫
で
あ
る
菅
野
延

太
郎
氏
の
邸
に
落
ち
つ
き
、
敷

n
そ
こ
に
宿
泊
し
て
箕
面
へ
ご
出
か
け
た
も
の
で
す
0

星
移
り
物
換
つ
て
、
懐
憮
堂
も

魔
れ
、
菅
野
の
本
邸
も
取
彿
は
れ
て
し
ま
っ
た
の
を
、
懐
徳
堂
の
記
念
祭
が
始
め
て
行
は
れ
た
二
十
年
前
の
其
年
か
ら
、

同
村
有
志
者
の
力
で
同
字
へ
遺
跡
も
修
覆
せ
ら
れ
て
、
今
は
大
に
面
目
を
新
に
す
る
に
至
っ
た
事
は
互
に
奇
緑
あ
b
こ

九
入



を
焚
く
こ
、

一
方
で
は
米
の
用
意
を
す
る
。
い
よ
／
＼
幾
蒸
籠
も
蒸
し
上
げ
て
構
き
始
め
る
ビ
、
其
勇
ま
し
い
杵
の
昔

廿
五

13
は
餅
つ
き
で
す
。
前
夜
か
ら
泊
つ
て
居
た
餅
揖
の
服
人
は
、

◎
餅

◎
煤

◎
親
し
ま
る

燈
火
親
し
む
べ
き
冬
の
長
夜
は
、
詔
書
の
聾
も
諸
生
の
心
も
シ
ン
ミ
リ
ご
し
て
、
夜
講
な
ざ
は
殊
涎
盛
に
行
は
れ
た
相

で
、
心
を
動
す
娯
栗
も
絶
わ
た
冬
の
課
業
は
、
一
番
具
面
目
に
ス
ラ
ー
＼
マ
J

捗
取
る
う
ち
、
十
二
月
に
入
る
ご
鞘
の
間

の
學
童
た
ち
は
末
年
の
試
節
の
手
本
の
出
る
の
を
築
し
ん
で
居
ま
す
0

十
二
月
十
H
は
餌
年
其
手
本
を
渡
す
H
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
前
以
て
寒
泉
は
例
の
紅
欄
紙
に
五
絶
一
句
を
大
字
で
書
き
、
末
に
何
々
元
8i
試
筆
さ
書
き
添
へ
、
桐
園
は
、

ざ
う
さ
引
の
肝
紙
に
た
っ
ぷ
り
墨
を
含
ま
せ
て
、
之
も
五
絶
一
句
を
書
い
て
、
各
其
書
を
習
う
て
居
る
者
に
典
へ
る
こ
．

我
こ
そ
人
に
劣
ら
ぬ
害
初
を
な
さ
う
こ
、
不
斯
惰
け
勝
の
生
徒
も
、
此
半
月
間
は
口
も
き
か
す
に
勉
強
し
た
も
の
で
す
。

十
二
月
廿

H
か
ら
侮
年
冬
休
で
、
廿
二

H
が
煤
彿
の
定
H
で
す
。
此
H
は
寮
生
が
面
白
半
分
に
働
く

H
で
、
廣
い
校
含

も
其
総
た
や
す
く
掃
除
が
出
末
上
つ
て
す
が
／
＼
し
く
な
っ
た
中
に
ぶ
迎
春
の
用
意
が
ま
づ
調
う
た
事
で
あ
り
ま
せ
う
。

十
七
、

冬

は

つ

ら
＞
冬
の
課
業

の

懐

穏

堂

き ひ

九
九

一
番
雉
の
甍
ご
共
に
目
さ
め
て
、
大
か
ま
ざ
の
下



で
、
ま
だ
賠
い
う
ち
か
ら
子
供
や
寮
の
人
逹
も
皆
目
を
覺
し
て
、
見
物
に
来
て
は
、
其
揖
た
て
の
小
餅
を
―

-
2二
つ
づ

◎
年
の
名
残
校
舎
の
名
残

、、

除
夜
に
は
寒
泉
が
必
す
客
間
の
西
灰
に
出
て
歳
葬
の
賀
客
を
受
け
、
歳
晩
こ
新
年
の
七
律
一
甘
づ
ヽ
を
全
府
紙
に
認
め

、
、
、
、
、
、
、

た
の
を
亦
客
に
示
し
た
相
で
す
0

歳
晩
の
詩
の
起
句
に
は
、
何
十
何
年
今
且
北
マ
J

い
ふ

l

句
を
爵
い
て
、
其
後
に
過
去

、
、
、
、
、
、
、

一
年
間
の
出
末
事
を
述
べ
、
新
年
の
詩
に
は
、
何
十
何
年
今
且
至
ご
起
し
て
、
慶
賀
の
意
味
を
述
べ
る
マ
J

い
ふ
作
風
で

し
た
か
ら
、
其
詩
に
よ
っ
て
其
年
度
の
出
末
事
が
よ
く
窺
は
れ
た
相
で
す
。

肉
此
oJ
次
に
は
、
恢
徳
党
の
改
築
及
び
挫
廟
建
設
の
計
蟄
も
廻
ら
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
の
に
惜
む
べ
し
悉
く
水
泡
に
蹄

し
、
世
は
維
新
の
大
改
革
か
ら
學
制
の
稜
更
<
J

な
b‘

付
窃
轄
愛
の
冊

1

の
中
に
、
末
路
の
悲
況
｀
撥
校
の
否
述
く
と
な
り
、

朋
治
二
年
十
二
月
廿
五
日
に
、

の
一
打
を
校
門
に
貼
附
し
て
、
平
家
の
都
落
の
如
く
に
、
相
携
へ
て
學
校
を
見
捨
て
た
．
こ
い
ふ
事
で
す
0

是
等
は
稿
セ

百
餘
b
四
十
路
四
ご
せ
の
文
の
宿
け
ふ
を
限
り
マ
J

見
か
へ
り
て
出
づ

和
穂
の
蓬
末
を
掛
け
る
の
が
迎
春
の
定
っ
た
装
飾
ぶ
り
で
す
。

の
許
幅
を
か
け
、
其
榜
の
掛
花
生
に
は
、
そ
れ
に
因
ん
で
、

一
枝
の
梅
を
挿
み
、
其
前
に
今
構
た
て
の
鏡
餅
を
飾
り
、

供
餅
が
出
末
上
つ
て
所
で
、

桐
園
は
書
齋
文
質
の
床
の
間
に
、

ヽ
恵
ま
れ
る
の
が
中
々
興
味
深
い
事
で
し
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

北
島
雪

lll
の
、
前
村
深
雪
裡
昨
夜
一
枝
開
ご
い
ふ
逹
筆

1
0
0
 



1
0
 

、
、
、
、
、

改
め
て
、
己
巳
歿
愁
鎌
ご
題
し
て
、
家
兄
が
筆
を
椴
ぐ
相
で
す
か
ら
、
私
の
拙
文
は
此
に
筆
を
止
め
て
蓋
き
ま
す
。
（
昭

新
恢
徳
堂
建
設
は
、
明
治
四
十
四
年
十
月
上
旬
に
、
懐
穏
堂
記
念
會
の
名
を
以
て
畢
行
さ
れ
た
る
懐
徳
党
先
賢
の
祭

典
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
経
費
に
六
千
圃
餘
り
の
剰
餘
が
出
末
た
の
も
、
新
懐
穏
党
を
起
さ
ぅ
ご
い
ふ

重
要
な
―
つ
の
原
因
に
な
っ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
先
贅
の
祭
b
を
し
た
賞
時
、
有
志
の
間
に
は
懐
徳
堂
復
興
の
希

望
が
可
な

b
強
（
主
張
さ
れ
て
居
つ
て
、
そ
れ
が
新
懐
徳
堂
廷
設
の
最
も
重
要
な
岸
因
に
な
っ
て
居
る
さ
思
ふ
。

町
治
四
十
四
年
の
祭
典
後
直
ち
に
懐
稔
堂
復
興
の
議
が
明
へ
ら
れ
、
西
村
碩
園
先
生
を
中
心
に
し
て
寄
々
話
が
あ
っ

た
。
令
心
先
鋒
は
無
論
碩
園
先
生
で
あ
っ
た
、
先
生
は
面
に
復
典
計
書
皐
に
着
手
さ
れ
、
復
呉
の
方
法
並
に
復
典
す
る
懐
饂

堂
記
念
會
の
役
員
に
な
っ
て
貰
ふ
人
々
な
ご
も
、
私
か
に
物
色
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
0

永
田
磐
舟
翁
な
ざ
は
理
事
長

新

恢

徳

堂

の

建

設

ま

で

和
六
年
入
月
盛
夏
）

今

井

貫

一
（
談
）


